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Ⅰ 調査概要 

 

１．１ 調査の目的 

 

県下全域の県民意識の把握とともに、県行政に対する県民の関心、満足度等を調査し、

県政推進の基礎資料とする。 

 

１．２ 調査の経緯 

 

昭和４２年から実施、今回４７回目 

※昭和 42 年～昭和 61 年：毎年実施  昭和 63 年～平成 18 年：隔年実施 平成 20 年～：毎年実施 

 

１．３ 調査項目 

 

（１）くらしについて 

（２）県の取組み全般について 

 

１．４ 調査の設計 

 

（１）調査地域     岐阜県全域 

（２）調査対象     県内に居住する満１８歳以上の男女個人 

（３）標本数      ３,０００人 

（４）抽出方法     層化二段無作為抽出法 

（５）調査方法     郵送法・オンライン調査法の併用 

（６）調査時期     令和６年７月１日～７月２４日 

（７）調査実施機関   株式会社中部タイム・エージェント 

 

１．５ 回収結果 

 

 調査時期 
標本数 

 

（Ａ） 

回収数 

 

（Ｂ） 

有効回答数 

 

（Ｃ） 

回収率 

 

（Ｂ／Ａ） 

 

有効回答率 

 

（Ｃ／Ａ） 

有効回答数の 

うちオンライン

回答数・割合 

第４７回 

（令和６年度） 

令和６年 

７月 
３,０００ 1,６９９ 1,６９９ ５６．６％ ５６．６％ 

４５８ 

２７．０％ 

第４６回 

（令和５年度） 

令和５年 

７月 
３,０００ 1,７５８ １,７５８ ５８．６％ ５８．６％ 

４１６ 

２３．７％ 

第４５回 

（令和４年度） 

令和４年 

８月 
３,０００ １,６１６ １,６１６ ５３．９％ ５３．９％ 

４３４ 

２６．９％ 
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１．６ 標本誤差 

 

調査結果には統計上多少の誤差が生じることがあるため、調査結果をみる場合、一定の

幅を持たせてみる必要がある。その幅を標本誤差といい、以下の式で表される。 

 

標本誤差＝±1.96  Ｐ（100―Ｐ）   (ただし、Ｐ：回答比率 n：回答者数) 

            n 

 

すなわち、標本誤差の幅は①回答者数（n）及び②回答比率（Ｐ）によって異なる。上

式を用いた各回答者数、回答比率における標本誤差を以下の表に示す。 

 P（回答比率 ％） 

 n（回答者数 人） 

5 又 

は 95 

10 又 

は 90 

15 又 

は 85 

20 又 

は 80 

25 又

は 75 

30 又

は 70 

35 又

は 65 

40 又

は 60 

45 又

は 55 
50 

総数 1,699 1.0 1.4 1.7 1.9 2.1 2.2 2.3 2.3 2.4 2.4 

 

（注）1.層化を行った場合、誤差は上表より若干増減することもある。 

   2.この表の見方は以下のとおりである。 

      「ある設問の回答者数が 1,699 人であり、その設問中の選択肢の回答比率が

50％であった場合、その回答比率の誤差の範囲は最高でも±2.4％である。」 

 

 

１．７ 報告書の見方 

 

（１）比率は全てパーセントで表し、小数点第 2 位を四捨五入して算出した。そのた

め、パーセントの合計が 100.0％にならない場合がある。 

（２）基数となるべき実数は「n」（件数）として掲載した。したがって比率は、nを 

100％として算出している。 

（３）複数回答が可能な設問では総回答数を「Ｎ」として掲載した。その場合、その 

項目を選んだ人が、回答者全体のうち何％を占めるのかという見方をする。した

がって、各項目の比率の合計は、通常 100％を超える。 

（４）本報告書中の表、グラフ及び本文で使われている選択肢の表現は、本来の意味を

損なわない程度に省略している場合がある。 

（５）クロス集計において、年代別の１８～１９歳の属性はサンプル数が少なく、分析

に堪えないことから、グラフへの表示及び分析を行っていない。 
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１．８ 対象者の属性 

 

Ｆ－１ 性別 

 

図 F-1 性別 

 

 

 

 

Ｆ－２ 年代 

図 F-2 年代 

 

 

 

　

 男性  女性  無回答

43.7 54.2 2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699)

　

 18歳～19歳 　20歳代 　30歳代  40歳代

　50歳代 　60歳代 　70歳以上  無回答

1.3 4.9 8.4 14.6 18.7 19.0 31.2 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699)
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Ｆ－３ 居住圏域（５分類） 

図 F-3 居住圏域（５分類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ－４ 居住年数 

図 F-4 居住年数 

 

 

Ｆ－５ 県外居住経験の有無  

図 F-5 県外居住経験の有無 

  

 岐阜圏域  西濃圏域  中濃圏域  東濃圏域  飛騨圏域  無回答

39.3 16.3 18.8 16.2 6.0 3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699)

　

 １年未満  １年以上５年未満  ５年以上10年未満  10年以上  無回答

0.4 

1.2 

2.0 

95.1 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699)

　

 ない  ある（通算５年未満）  ある（通算５年以上）  無回答

47.6 22.7 28.3 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699)

岐阜圏域（岐阜市・羽島市・各務原市・山県市・瑞穂市・本巣市・岐南町・笠松町・北方町） 

西濃圏域（大垣市・海津市・養老町・垂井町・関ケ原町・神戸町・輪之内町・安八町・ 

揖斐川町・大野町・池田町） 

中濃圏域（関市・美濃市・美濃加茂市・可児市・郡上市・坂祝町・富加町・川辺町・七宗町・

八百津町・白川町・東白川村・御嵩町） 

東濃圏域（多治見市・中津川市・瑞浪市・恵那市・土岐市） 

飛騨圏域（高山市・飛騨市・下呂市・白川村） 
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Ｆ－６ 居住地周囲の環境 

図 F-6 居住地周囲の環境 

 

 

 

Ｆ－７ 配偶者の有無 

図 F-7 配偶者の有無 

 

 

 

Ｆ－８ 家族形態 

図 F-8 家族形態 

 

 

　

 農村地域  山間地域  商業地域  住宅地域  その他  無回答

16.7 14.4 4.9 59.9 1.9 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699)

　

 未婚  配偶者がいる  配偶者と離死別  無回答

17.0 69.5 11.6 1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699)

　

 １人暮らし  １世代（夫婦のみ）  ２世代（親と子）  ３世代（親と子と孫）

 ４世代（祖父母と親と子と孫）  その他  無回答

9.9 26.5 46.2 12.9 
0.5 

2.3 
1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699)
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Ｆ－９ 家族構成 

図 F-9 家族構成 

 

 

Ｆ－１０ 職業 

図 F-10 職業 

 

※ 自由業：一定の雇用関係によらず、勤務時間その他の制約を受けない職業で、作家、弁護士、医師、会計

士、税理士、芸術家など 

　

5.9 
4.7 

12.9 

8.9 
10.1 9.8 

27.3 

35.1 

20.5 

2.9 

0%

10%

20%

30%

40%

4
歳
未
満

4
歳
以
上
小
学
校
入
学
前

小
学
生

中
学
生

高
校
生

専
門
学
校
生
、
短
大
生
、
大
学
生
（
院
生
）

6
5
歳
以
上
7
5
歳
未
満
の
方

7
5
歳
以
上
の
方

上
記
の
者
は
い
な
い

無
回
答

回答者数（n = 1,699)

総回答数（N = 2,346)

無
回
答

左
記
の
者
は
い
な
い

7
5
歳
以
上
の
方

6
5
歳
以
上
7
5
歳
未
満
の
方

専
門
学
校
生
、
短
大
生
、

大
学
生
（
院
生
）

高
校
生

中
学
生

小
学
生

4
歳
以
上
小
学
校
入
学
前

4
歳
未
満

　

 自営業  自由業※  会社・団体役員

 正規の従業員・職員  パートタイム・アルバイト・派遣  学生

 家事従事  無職  その他

 無回答

7.2 1.4 9.5 23.7 18.2 2.2 9.7 24.3 1.9 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699)
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Ｆ－１１ 業種 

図 F－11 業種 

 

※ 「F-10 職業」で、自営業、自由業、会社・団体役員、正規の従業員・職員、パートタイム・アルバイト・派

遣と答えた方のみ 

 

 

Ｆ－１２ 通勤、通学先 

図 F-12 通勤、通学先 

 

※ 「F-10 職業」で、自営業、自由業、会社・団体役員、正規の従業員・職員、パートタイム・アルバイト・派

遣、学生と答えた方のみ 

  

　

3.2 

0.1 0.1 0.3 

6.8 

22.1 

1.1 
2.1 

3.1 

10.4 

2.5 
0.9 

4.2 4.5 

14.6 14.7 

4.8 
3.1 

1.4 

0%

10%

20%

30%

農
業

林
業

漁
業

鉱
業
、
採
石
業
、
砂
利
採
取
業

建
設
業

製
造
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業

情
報
通
信
業

運
輸
業
、
郵
便
業

卸
売
業
、
小
売
業

金
融
業
、
保
険
業

不
動
産
業
、
物
品
賃
貸
業

宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

教
育
、
学
習
支
援
業

医
療
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
業(

他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の)

公
務(

他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
を
除
く)

そ
の
他

無
回
答

回答者数（n = 1,021)※

無
回
答

そ
の
他

公
務
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
を
除
く
）

サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）

医
療
、
福
祉

教
育
、
学
習
支
援
業

宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

不
動
産
業
、
物
品
賃
貸
業

金
融
業
、
保
険
業

卸
売
業
、
小
売
業

運
輸
業
、
郵
便
業

情
報
通
信
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業

製
造
業

建
設
業

鉱
業
、
採
石
業
、
砂
利
採
取
業

漁
業

林
業

農
業

　

 居住している市町村  県内の他の市町村  県外の市町村  無回答

44.9 29.8 11.9 13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,059)※
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Ⅱ 調査結果 

 

２．１ くらしについて 

 

問１ くらしの前年比較 

問１ あなたやあなたの家庭のくらし向き（家計など）は、去年の今頃と比べてどうですか。

（１つだけ） 

 

全体（図 1-1）でみると、「苦しくなった」が 57.4％と最も高く、次いで「かわらない」

（38.4％）、「楽になった」（1.9％）、「わからない」（1.8％）の順となっている。 

 

図 1-1 くらしの前年比較 

 

 

経年変化（図 1-2）でみると、平成 22 年から令和 3 年までは一貫して「かわらない」が

最も高くなっていたが、令和 4年から「苦しくなった」が「かわらない」を上回った。令和

6年では、前年に比べて「苦しくなった」が 3.0ポイント減少している。 

図 1-2 【経年変化】 くらしの前年比較 

 
  

　

 楽になった  かわらない  苦しくなった  わからない  無回答

1.9 38.4 57.4 1.8 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699）

　 #

1.3 1.5 1.5 1.6 2.8 2.3 3.3 2.1 3.0 3.3 3.3 3.7 3.6 3.0 1.7 1.8 2.0 1.6 1.9 

55.6 55.3 

33.6 
38.5 

52.9 
49.2 

52.3 

61.0 

51.2 50.1 
55.6 53.7 53.3 

56.2 55.2 
60.5 

45.2 

35.0 
38.4 

41.4 41.0 

61.6 
57.3 

42.3 
46.4 

42.2 

35.1 

43.2 44.9 

38.2 39.8 40.5 
37.9 40.2 

35.1 

50.3 

60.4 
57.4 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H16 H18 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

楽になった かわらない 苦しくなった
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年代別の経年変化（図 1-3）でみると、令和 4年以降、20歳代を除くいずれの年代におい

ても「苦しくなった」が「かわらない」を上回っている。20歳代では、前年に比べて「苦し

くなった」が 9.0ポイント減少し、「かわらない」と入れ替わった。 

図 1-3 【経年変化（年代別）】 くらしの前年比較 

   
かわらない 苦しくなった楽になった

8.7 6.9 4.7 6.8 
3.9 3.1 

7.0 7.6 8.7 

1.2 

53.3 
59.5 

65.4 
58.9 60.5 

54.6 

65.8 

51.3 

33.7 

55.4 

32.7 
28.2 

23.6 
27.4 

30.3 
35.1 

21.9 36.1 

50.0 

41.0 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

20歳代

3.2 3.0 3.8 
6.7 6.4 3.7 

0.0 1.0 1.5 4.2 

52.0 

60.8 
57.3 

54.4 

62.6 

54.2 

65.5 

40.8 

29.4 
35.2 

42.4 

32.7 
36.0 37.2 

29.2 

41.1 

33.3 

53.1 

65.2 
59.2 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

30歳代

4.1 3.1 4.8 2.4 3.8 
0.7 1.2 2.8 1.2 3.2 

49.2 

56.9 
54.0 53.3 55.5 58.3 58.2 

43.1 

30.3 32.3 

46.1 

37.3 37.9 40.7 38.6 38.8 38.2 

51.2 

66.5 63.7 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

40歳代

2.6 3.3 4.6 3.3 3.5 1.9 1.6 0.9 1.2 1.9 

53.3 
57.5 

52.9 53.8 55.8 
51.5 

56.0 

45.3 
40.7 39.3 

43.4 
38.8 41.3 41.0 40.0 

45.8 
39.2 

52.2 
57.7 56.6 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

50歳代

1.0 2.5 2.7 2.7 1.0 0.7 1.8 1.4 0.6 1.6 

46.5 

50.5 49.2 
53.0 52.1 52.7 

56.5 

48.0 

33.5 
38.5 

52.1 

44.6 46.3 
43.0 43.7 45.6 

39.2 

49.4 

64.1 
57.5 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

60歳代

1.5 2.3 0.8 
3.9 2.0 1.9 1.0 1.3 1.0 1.1 

51.5 53.3 52.1 52.1 
56.6 57.5 

66.2 

44.4 
37.6 38.5 

45.5 
41.7 43.8 41.0 

37.0 35.1 
31.4 

52.7 
57.5 58.1 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

70歳以上
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性別（図 1-4）でみると、男女ともに「苦しくなった」が最も高く、男性が 54.4％、女性

が 59.8％となっており、女性が男性より 5.4ポイント高くなっている。 

図 1-4 【性別】 くらしの前年比較 

 

 

年代別（図 1-5）でみると、20歳代を除くいずれの年代においても「苦しくなった」が最

も高く、そのうち 40歳代が 63.7％と最も高くなっている。一方、「かわらない」は、20歳

代が 55.4％と最も高くなっている。 

図 1-5 【年代別】 くらしの前年比較 

 

  

 楽になった  かわらない  苦しくなった  わからない  無回答

1.9 

1.9 

2.0 

38.4 

41.9 

36.0 

57.4 

54.4 

59.8 

1.8 

1.7 

1.6 

0.4 

0.1 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

男性（n = 743 ）

女性（n = 921 ）

 楽になった  かわらない  苦しくなった  わからない  無回答

1.9 

1.2 

4.2 

3.2 

1.9 

1.6 

1.1 

38.4 

55.4 

35.2 

32.3 

39.3 

38.5 

38.5 

57.4 

41.0 

59.2 

63.7 

56.6 

57.5 

58.1 

1.8 

2.4 

1.4 

0.8 

2.2 

2.2 

1.3 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

20～29歳（n = 83 ）

30～39歳（n = 142 ）

40～49歳（n = 248 ）

50～59歳（n = 318 ）

60～69歳（n = 322 ）

70歳以上（n = 530 ）
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居住圏域別（図 1-6）でみると、いずれの居住圏域においても「苦しくなった」が最も高

く、そのうち東濃圏域が 60.1％と最も高くなっている。 

図 1-6 【居住圏域別】 くらしの前年比較 

 

 

  

 楽になった  かわらない  苦しくなった  わからない  無回答

1.9 

1.5 

1.1 

2.5 

2.9 

1.0 

38.4 

39.1 

38.3 

40.8 

33.7 

42.2 

57.4 

57.6 

59.2 

54.2 

60.1 

55.9 

1.8 

1.5 

0.7 

2.5 

2.5 

1.0 

0.4 

0.3 

0.7 

0.0 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

岐阜圏域（n = 668 ）

西濃圏域（n = 277 ）

中濃圏域（n = 319 ）

東濃圏域（n = 276 ）

飛騨圏域（n = 102 ）
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職業別（図 1-7）でみると、その他を除くいずれの職業においても「苦しくなった」が最

も高く、パートタイム・アルバイト・派遣では 63.9％と最も高くなっている。その他では

「かわらない」が最も高くなっている。 

図 1-7 【職業別】 くらしの前年比較 

 

※ その他には、自由業、学生を含む。  

 楽になった  かわらない  苦しくなった  わからない  無回答

1.9 

3.3 

3.1 

2.2 

1.0 

4.2 

0.5 

1.1 

38.4 

35.0 

45.3 

41.2 

33.9 

35.2 

36.8 

50.5 

57.4 

60.2 

48.4 

55.1 

63.9 

57.6 

60.0 

44.2 

1.8 

1.6 

3.1 

1.5 

1.3 

1.8 

1.7 

4.2 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

1.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

自営業（n = 123 ）

会社・団体役員（n = 161 ）

正規の従業員・職員（n = 403 ）

パートタイム・アルバイト・派遣（n = 310 ）

家事従事（n = 165 ）

無職（n = 413 ）

その他（n = 95 ）
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問１－２ くらしが苦しくなったと感じる理由 

問１－２ 「苦しくなった」と答えた方にお尋ねします。 

     あなたが、くらしが苦しくなったと感じるのは、どのような理由からですか。 

（３つまで） 

 

全体（図 1-2-1）でみると、「食品や日用品、光熱費などの物価上昇による支出が増えた」

が 93.3％と最も高く、次いで「給料等の収入が増えない、または減った」（49.0％）、「医療・

介護費の支出が増えた」（31.7％）の順となっている。 

図 1-2-1 くらしが苦しくなったと感じる理由 

 

※ 問 1 で「苦しくなった」と答えた方のみ 

 

  

　 #

93.3 

49.0 

31.7 

22.4 

18.4 

10.1 

3.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食品や日用品、光熱費などの

物価上昇による支出が増えた

給料等の収入が増えない、または減った

医療・介護費の支出が増えた

税金の支出が増えた

各種保険料などの支出が増えた

保育・教育費の支出が増えた

その他

わからない

回答者数（n = 976）※

総回答数（N = 2,244）
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前々回・前回比較（図 1-2-2）でみると、「食品や日用品、光熱費などの物価上昇による支

出が増えた」が年々高くなっている。また、「医療・介護費の支出が増えた」は、前回に比

べて 5.0ポイント増加している。 

図 1-2-2 【前々回・前回比較】 くらしが苦しくなったと感じる理由 

 

 

 

  

　

 第45回  第46回  第47回
 （令和４年度）  （令和５年度）  （令和６年度）

89.3 

65.3 

27.7 

23.1 

14.9 

11.9 

4.8 

0.2 

92.7 

53.8 

26.7 

24.9 

17.7 

10.5 

5.1 

0.1 

93.3 

49.0 

31.7 

22.4 

18.4 

10.1 

3.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食品や日用品、光熱費などの

物価上昇による支出が増えた

給料等の収入が増えない、または減った

医療・介護費の支出が増えた

税金の支出が増えた

各種保険料などの支出が増えた

保育・教育費の支出が増えた

その他

わからない
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性別（図 1-2-3）でみると、男女ともに「食品や日用品、光熱費などの物価上昇による支

出が増えた」が最も高く、男性が 94.1％、女性が 92.6％となっている。「各種保険料などの

支出が増えた」では、男性が女性よりも 8.1ポイント高くなっている。 

図 1-2-3 【性別】 くらしが苦しくなったと感じる理由 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 男性（N = 963 : n = 404）  女性（N = 1,234 : n = 551）

94.1 

50.7 

33.9 

24.3 

23.3 

8.4 

2.7 

0.0 

92.6 

48.1 

29.8 

20.9 

15.2 

11.8 

4.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食品や日用品、光熱費などの

物価上昇による支出が増えた

給料等の収入が増えない、または減った

医療・介護費の支出が増えた

税金の支出が増えた

各種保険料などの支出が増えた

保育・教育費の支出が増えた

その他

わからない
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年代別（図 1-2-4）でみると、いずれの年代においても「食品や日用品、光熱費などの物

価上昇による支出が増えた」が最も高くなっている。また、20 歳代では「給料等の収入が

増えない、または減った」「税金の支出が増えた」が、60歳代、70歳以上では「医療・介護

費の支出が増えた」が他の年代に比べて高くなっている。 

図 1-2-4 【年代別】 くらしが苦しくなったと感じる理由 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 20～29歳（N = 87 : n = 34）  30～39歳（N = 202 : n = 84）

 40～49歳（N = 365 : n = 158）  50～59歳（N = 414 : n = 180）

 60～69歳（N = 442 : n = 185）  70歳以上（N = 674 : n = 308）

94.1 

64.7 

5.9 

47.1 

26.5 

8.8 

8.8 

0.0 

94.0 

50.0 

13.1 

35.7 

17.9 

27.4 

1.2 

0.0 

91.8 

57.0 

10.1 

25.9 

13.9 

28.5 

1.9 

0.0 

93.3 

58.3 

25.0 

21.7 

14.4 

11.1 

3.9 

0.0 

93.5 

60.0 

41.6 

22.7 

18.4 

0.5 

1.6 

0.0 

94.2 

32.1 

48.4 

14.0 

23.1 

1.3 

5.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食品や日用品、光熱費などの

物価上昇による支出が増えた

給料等の収入が増えない、または減った

医療・介護費の支出が増えた

税金の支出が増えた

各種保険料などの支出が増えた

保育・教育費の支出が増えた

その他

わからない
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居住圏域別（図 1-2-5）でみると、いずれの居住圏域においても「食品や日用品、光熱費

などの物価上昇による支出が増えた」が最も高く、次いで「給料等の収入が増えない、また

は減った」の順となっている。 

図 1-2-5 【居住圏域別】 くらしが苦しくなったと感じる理由 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

図1-2-5　【居住圏域別】　くらしが苦しくなったと感じる理由

 岐阜圏域（N = 903 : n = 385）  西濃圏域（N = 375 : n = 164）

 中濃圏域（N = 400 : n = 173）  東濃圏域（N = 369 : n = 166）

 飛騨圏域（N = 124 : n = 57）

91.7 

51.4 

30.6 

22.1 

21.6 

12.5 

2.6 

0.0 

93.3 

45.7 

36.0 

25.0 

15.2 

9.8 

3.0 

0.0 

96.5 

49.7 

27.7 

22.5 

20.8 

9.2 

4.6 

0.0 

92.8 

49.4 

30.1 

19.3 

16.3 

8.4 

4.8 

0.0 

96.5 

43.9 

33.3 

22.8 

7.0 

7.0 

7.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食品や日用品、光熱費などの

物価上昇による支出が増えた

給料等の収入が増えない、または減った

医療・介護費の支出が増えた

税金の支出が増えた

各種保険料などの支出が増えた

保育・教育費の支出が増えた

その他

わからない
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職業別（図 1-2-6）でみると、いずれの職業においても「食品や日用品、光熱費などの物

価上昇による支出が増えた」が最も高くなっている。正規の従業員・職員、パートタイム・

アルバイト・派遣、その他では「給料等の収入が増えない、または減った」が他の職業に比

べて高くなっている。 

図 1-2-6 【職業別】 くらしが苦しくなったと感じる理由 

 

※ その他には、自由業、学生を含む。 
※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 自営業（N = 172 : n = 74）  会社・団体役員（N = 188 : n = 78）

 正規の従業員・職員（N = 541 : n = 222）  パートタイム・アルバイト・派遣（N = 462 : n = 198）

 家事従事（N = 206 : n = 95）  無職（N = 527 : n = 248）

 その他（N = 103 : n = 42）

90.5 

52.7 

32.4 

25.7 

25.7 

5.4 

0.0 

0.0 

94.9 

47.4 

24.4 

33.3 

19.2 

16.7 

3.8 

0.0 

95.9 

64.0 

20.3 

23.9 

16.7 

20.3 

2.3 

0.0 

93.4 

61.1 

24.7 

23.7 

12.6 

12.6 

2.0 

0.0 

90.5 

42.1 

45.3 

13.7 

13.7 

3.2 

6.3 

0.0 

93.1 

26.2 

45.6 

16.1 

24.2 

1.6 

5.2 

0.0 

90.5 

66.7 

16.7 

35.7 

14.3 

11.9 

9.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食品や日用品、光熱費などの

物価上昇による支出が増えた

給料等の収入が増えない、または減った

医療・介護費の支出が増えた

税金の支出が増えた

各種保険料などの支出が増えた

保育・教育費の支出が増えた

その他

わからない
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問２ くらしの満足度 

問２ あなたは、現在のくらし全般（生活環境など）についてどう思いますか。（１つだけ） 

 

全体（図 2-1）でみると、「おおむね満足している」が 42.7％と最も高く、次いで「まだ

まだ不満だ」（39.6％）、「きわめて不満だ」（10.8％）の順となっている。 

図 2-1 くらしの満足度 

 

 

 

経年変化（図 2-2）でみると、平成 30 年以降、「満足層」（「十分満足している」+「おお

むね満足している」）が「不満層」（「まだまだ不満だ」+「きわめて不満だ」）を上回ってい

たが、令和 5年以降では、「不満層」が「満足層」を上回っており、令和 6年では不満層が

満足層より 4.7ポイント高くなっている。 

図 2-2 【経年変化】 くらしの満足度 

 

  

　

 十分満足している  おおむね満足している  まだまだ不満だ

 きわめて不満だ  わからない  無回答

3.0 42.7 39.6 10.8 2.6 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699）

　 図=1,728　57　74.7

43.3 
38.3 

35.3 37.3 
39.9 

43.3 
47.2 

41.0 
45.3 

41.4 
46.6 46.9 

51.7 
49.2 

53.0 53.7 
49.1 

46.1 45.7 

51.5 

58.7 
61.7 

59.1 
56.1 

52.9 
49.1 

55.1 
51.0 

54.4 
50.3 48.5 

44.1 
46.9 

41.3 41.3 
46.5 

48.7 50.4 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H16 H18 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

満足層

（「十分満足している」+「おおむね満足している」）

不満層

（「まだまだ不満だ」+「きわめて不満だ」）
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年代別の経年変化（図 2-3）でみると、70歳以上を除くいずれの年代においても「不満層」

が増加し、20歳代から 60歳代は「不満層」が「満足層」を上回っている。一方、70歳以上

では、平成 28年より変わらず、「満足層」が「不満層」を上回っている。20歳代では令和 5

年より「満足層」が 7.0ポイント減少している。 

図 2-3 【経年変化（年代別）】 くらしの満足度 

   

（「十分満足してる」+「おおむね満足している」） （「まだまだ不満だ」+「きわめて不満だ」）

満足層 不満層

48.0 
54.2 

57.5 

46.6 47.3 

59.8 
54.4 55.5 

49.1 
42.1 

46.0 43.5 
39.4 

50.7 50.0 

36.1 
43.0 43.7 

50.0 
54.2 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

20歳代

42.0 
48.7 47.8 

56.1 55.5 
51.0 52.8 

52.8 

37.3 38.7 

56.0 

48.7 50.3 

40.0 
43.9 45.2 43.7 

55.1 
58.2 59.9 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

30歳代

37.6 39.2 
42.7 

50.4 

47.0 

48.9 51.4 

46.3 
42.2 39.5 

58.0 56.9 
52.6 

47.1 

51.3 

45.7 45.0 

50.5 
54.2 

58.9 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

40歳代

41.7 41.4 43.1 
48.6 

40.0 
46.6 44.4 47.2 

42.6 40.2 

55.3 57.9 
52.9 

48.5 

58.0 

50.8 50.8 48.1 
52.4 

56.3 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

50歳代

42.3 42.7 
46.2 

50.0 48.2 50.3 
54.7 

50.6 

44.7 44.4 

53.4 52.6 
48.4 

45.5 47.0 44.9 
38.9 

45.5 

49.7 
53.1 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

60歳代

42.4 

54.3 
60.4 

57.2 54.6 
60.9 61.8 

53.7 53.5 53.9 
50.0 

42.7 

33.0 
36.4 37.9 

30.3 32.4 
39.0 39.8 39.8 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

70歳以上
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性別（図 2-4）でみると、男性では「まだまだ不満だ」が最も高くなっており、女性では

「おおむね満足している」が最も高くなっている。 

図 2-4 【性別】 くらしの満足度 

 

 

年代別（図 2-5）でみると、20 歳代、30 歳代、40 歳代、50 歳代では「まだまだ不満だ」

が最も高くなっており、60歳代、70歳以上では「おおむね満足している」が最も高くなっ

ている。 

図 2-5 【年代別】 くらしの満足度 

  

 十分満足している  おおむね満足している  まだまだ不満だ

 きわめて不満だ  わからない  無回答

3.0 

2.0 

3.8 

42.7 

39.4 

45.9 

39.6 

44.0 

36.2 

10.8 

11.6 

10.0 

2.6 

1.6 

3.1 

1.2 

1.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

男性（n = 743 ）

女性（n = 921 ）

 十分満足している  おおむね満足している  まだまだ不満だ

 きわめて不満だ  わからない  無回答

3.0 

4.8 

2.8 

2.8 

2.5 

1.9 

2.8 

42.7 

37.3 

35.9 

36.7 

37.7 

42.5 

51.1 

39.6 

45.8 

47.2 

44.8 

43.4 

42.2 

31.9 

10.8 

8.4 

12.7 

14.1 

12.9 

10.9 

7.9 

2.6 

2.4 

1.4 

0.8 

2.2 

2.2 

4.3 

1.2 

1.2 

0.0 

0.8 

1.3 

0.3 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

20～29歳（n = 83 ）

30～39歳（n = 142 ）

40～49歳（n = 248 ）

50～59歳（n = 318 ）

60～69歳（n = 322 ）

70歳以上（n = 530 ）
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居住圏域別（図 2-6）でみると、岐阜圏域、西濃圏域、中濃圏域では「おおむね満足して

いる」が最も高くなっており、東濃圏域、飛騨圏域では「まだまだ不満だ」が最も高くなっ

ている。 

図 2-6 【居住圏域別】 くらしの満足度 

 

  

 十分満足している  おおむね満足している  まだまだ不満だ

 きわめて不満だ  わからない  無回答

3.0 

3.3 

2.5 

2.2 

4.7 

1.0 

42.7 

43.9 

43.3 

45.8 

37.0 

40.2 

39.6 

37.6 

40.1 

39.2 

43.5 

45.1 

10.8 

11.7 

9.7 

10.3 

10.9 

6.9 

2.6 

2.8 

2.2 

1.9 

3.3 

2.0 

1.2 

0.7 

2.2 

0.6 

0.7 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

岐阜圏域（n = 668 ）

西濃圏域（n = 277 ）

中濃圏域（n = 319 ）

東濃圏域（n = 276 ）

飛騨圏域（n = 102 ）
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職業別（図 2-7）でみると、自営業、会社・団体役員、正規の従業員・職員、パートタイ

ム・アルバイト・派遣では「まだまだ不満だ」が最も高く、家事従事、無職、その他では「お

おむね満足している」が最も高くなっている。 

図 2-7 【職業別】 くらしの満足度 

 

※ その他には、自由業、学生を含む。 

  

 十分満足している  おおむね満足している  まだまだ不満だ

 きわめて不満だ  わからない  無回答

3.0 

4.1 

5.0 

2.5 

1.0 

3.6 

2.2 

10.5 

42.7 

32.5 

37.9 

38.5 

41.0 

50.9 

48.9 

49.5 

39.6 

48.8 

45.3 

44.9 

41.6 

32.7 

33.7 

27.4 

10.8 

11.4 

10.6 

11.4 

14.2 

8.5 

8.5 

9.5 

2.6 

0.8 

1.2 

1.5 

1.9 

3.0 

5.3 

1.1 

1.2 

2.4 

0.0 

1.2 

0.3 

1.2 

1.5 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

自営業（n = 123 ）

会社・団体役員（n = 161 ）

正規の従業員・職員（n = 403 ）

パートタイム・アルバイト・派遣（n = 310 ）

家事従事（n = 165 ）

無職（n = 413 ）

その他（n = 95 ）
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問３ 生活面での不安 

問３ あなたは、日頃のくらしの中で、どのようなことに悩みや不安を感じていますか。 

（３つまで） 

 

全体（図 3-1）でみると、「健康・体力」が 67.2％と最も高く、次いで「収入・貯蓄」（61.7％）、

「介護」（26.4％）の順となっている。 

図 3-1 生活面での不安 

 

  

　 #

67.2 

61.7 

26.4 

23.1 

15.1 

15.1 

8.8 

6.8 

6.5 

3.5 

2.3 

4.5 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80%

健康・体力

収入・貯蓄

介護

仕事

子育て・子どもの教育

地域の住環境（上下水道、公園、

道路、公共交通機関など）

住宅

地域での人間関係

家庭での人間関係

結婚

就職

その他

特にない

回答者数（n = 1,699）

総回答数（N = 4,174）
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前々回・前回比較（図 3-2）でみると、「健康・体力」「地域の住環境（上下水道、公園、

道路、公共交通機関など）」が年々高くなっている。一方、「収入・貯蓄」「仕事」「子育て・

子どもの教育」では年々低くなっている。 

図 3-2 【前々回・前回比較】 生活面での不安 

 

  

　

 第45回  第46回  第47回
 （令和４年度）  （令和５年度）  （令和６年度）

64.6 

65.0 

25.1 

28.2 

16.3 

12.1 

8.7 

6.9 

6.9 

4.2 

2.6 

4.8 

4.0 

66.2 

62.7 

24.3 

24.5 

15.9 

13.9 

8.2 

8.5 

5.3 

4.7 

2.5 

4.1 

2.8 

67.2 

61.7 

26.4 

23.1 

15.1 

15.1 

8.8 

6.8 

6.5 

3.5 

2.3 

4.5 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80%

健康・体力

収入・貯蓄

介護

仕事

子育て・子どもの教育

地域の住環境（上下水道、公園、

道路、公共交通機関など）

住宅

地域での人間関係

家庭での人間関係

結婚

就職

その他

特にない
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性別（図 3-3）でみると、男女ともに「健康・体力」が最も高く、次いで「収入・貯蓄」

の順となっている。「仕事」では男性が女性より 7.1ポイント高くなっている。 

図 3-3 【性別】 生活面での不安 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

 男性（N = 1,851 : n = 743）  女性（N = 2,241 : n = 921）

65.7 

63.3 

26.1 

27.1 

13.2 

17.8 

8.6 

7.5 

5.1 

5.1 

1.6 

3.9 

3.6 

68.7 

60.9 

26.6 

20.0 

16.9 

12.7 

8.9 

6.2 

7.7 

2.3 

2.7 

5.2 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80%

健康・体力

収入・貯蓄

介護

仕事

子育て・子どもの教育

地域の住環境（上下水道、公園、

道路、公共交通機関など）

住宅

地域での人間関係

家庭での人間関係

結婚

就職

その他

特にない
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年代別（図 3-4）でみると、20 歳代、30 歳代、40 歳代、50 歳代では「収入・貯蓄」が、

60 歳代、70 歳以上では「健康・体力」が最も高くなっている。また、20 歳代では「仕事」

「住宅」「結婚」「就職」、30歳代、40歳代では「子育て・子どもの教育」が他の年代に比べ

て高くなっている。 

図 3-4 【年代別】 生活面での不安 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 20～29歳（N = 208 : n = 83）  30～39歳（N = 373 : n = 142）

 40～49歳（N = 655 : n = 248）  50～59歳（N = 821 : n = 318）

 60～69歳（N = 801 : n = 322）  70歳以上（N = 1,197 : n = 530）

26.5 

77.1 

3.6 

49.4 

18.1 

15.7 

12.0 

38.0 

78.2 

9.9 

42.3 

43.7 

12.7 

5.6 

52.0 

77.4 

10.5 

37.5 

46.4 

9.7 

8.1 

64.8 

67.9 

32.4 

27.7 

14.5 

12.3 

9.4 

78.6 

60.2 

32.6 

21.1 

2.5 

18.0 

9.6 

85.8 

46.0 

36.0 

6.4 

1.3 

17.7 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康・体力

収入・貯蓄

介護

仕事

子育て・子どもの教育

地域の住環境（上下水道、公園、

道路、公共交通機関など）

住宅
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図 3-4 【年代別】 生活面での不安 （続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

 20～29歳（N = 208 : n = 83）  30～39歳（N = 373 : n = 142）

 40～49歳（N = 655 : n = 248）  50～59歳（N = 821 : n = 318）

 60～69歳（N = 801 : n = 322）  70歳以上（N = 1,197 : n = 530）

2.4 

6.0 

22.9 

10.8 

0.0 

6.0 

4.9 

7.0 

5.6 

4.9 

4.9 

2.8 

5.2 

5.6 

4.8 

1.6 

3.2 

2.0 

7.2 

6.3 

4.1 

1.9 

6.0 

2.5 

7.5 

9.6 

0.6 

0.3 

5.6 

1.9 

7.9 

5.3 

0.6 

0.4 

4.3 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域での人間関係

家庭での人間関係

結婚

就職

その他

特にない
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居住圏域別（図 3-5）でみると、いずれの居住圏域においても「健康・体力」が最も高く、

次いで「収入・貯蓄」の順となっている。 

図 3-5 【居住圏域別】 生活面での不安 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

 岐阜圏域（N = 1,643 : n = 668）  西濃圏域（N = 687 : n = 277）

 中濃圏域（N = 781 : n = 319）  東濃圏域（N = 673 : n = 276）

 飛騨圏域（N = 253 : n = 102）

66.3 

64.5 

26.3 

24.4 

15.3 

13.5 

8.4 

69.3 

61.7 

27.1 

21.7 

15.5 

14.1 

8.3 

65.8 

58.9 

27.6 

25.1 

16.9 

16.0 

7.8 

69.2 

60.1 

21.7 

21.4 

14.9 

19.2 

9.1 

68.6 

57.8 

29.4 

19.6 

12.7 

16.7 

13.7 

0% 20% 40% 60% 80%

健康・体力

収入・貯蓄

介護

仕事

子育て・子どもの教育

地域の住環境（上下水道、公園、

道路、公共交通機関など）

住宅
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図 3-5 【居住圏域別】 生活面での不安 （続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

図3-5　【居住圏域別】　生活面での不安（続き）

 岐阜圏域（N = 1,643 : n = 668）  西濃圏域（N = 687 : n = 277）

 中濃圏域（N = 781 : n = 319）  東濃圏域（N = 673 : n = 276）

 飛騨圏域（N = 253 : n = 102）
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2.9 

12.7 

8.8 

0.0 

2.9 

3.9 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80%

地域での人間関係

家庭での人間関係

結婚

就職

その他

特にない
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職業別（図 3-6）でみると、会社・団体役員、正規の従業員・職員、パートタイム・アル

バイト・派遣、その他では「収入・貯蓄」、自営業、家事従事、無職では「健康・体力」が

最も高くなっている。 

図 3-6 【職業別】 生活面での不安 

 

※ その他には、自由業、学生を含む。 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

 自営業（N = 295 : n = 123）  会社・団体役員（N = 402 : n = 161）

 正規の従業員・職員（N = 1,043 : n = 403）  パートタイム・アルバイト・派遣（N = 805 : n = 310）

 家事従事（N = 372 : n = 165）  無職（N = 961 : n = 413）

 その他（N = 224 : n = 95）

68.3 

53.7 

22.0 

43.1 

8.9 

15.4 

56.5 

62.7 

22.4 

31.1 

23.6 

14.9 

54.6 

70.7 

17.1 

37.5 

25.1 

13.6 

66.1 

77.7 

24.2 

26.5 

22.6 

11.9 

78.8 

45.5 

30.9 

4.2 

9.7 

17.0 

84.3 

49.9 

38.7 

4.8 

1.9 

16.9 

45.3 

56.8 

22.1 

27.4 

11.6 

16.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康・体力

収入・貯蓄

介護

仕事

子育て・子どもの教育

地域の住環境（上下水道、公園、

道路、公共交通機関など）
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図 3-6 【職業別】 生活面での不安 （続き） 

 
※ その他には、自由業、学生を含む。 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

 自営業（N = 295 : n = 123）  会社・団体役員（N = 402 : n = 161）

 正規の従業員・職員（N = 1,043 : n = 403）  パートタイム・アルバイト・派遣（N = 805 : n = 310）

 家事従事（N = 372 : n = 165）  無職（N = 961 : n = 413）

 その他（N = 224 : n = 95）
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1.2 
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2.9 

3.9 

4.8 

5.3 

5.3 

6.3 

6.3 

16.8 

5.3 

10.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住宅

地域での人間関係

家庭での人間関係

結婚

就職

その他

特にない
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問４ 今後のくらしの中で重視していきたいこと 

問４ あなたが、今後のくらしの中で重視していきたいと思うことは何ですか。 

（３つまで） 

 

全体（図 4-1）でみると、「健康・体力づくり」が 63.7％と最も高く、次いで「家計の安

定・充実」（50.8％）、「老後の生活への準備」（41.0％）の順となっている。 

図 4-1 今後のくらしの中で重視していきたいこと 

 

 

 

  

　 #

63.7 

50.8 

41.0 

17.6 

15.1 

13.9 

13.5 

13.2 

13.1 

13.0 

8.1 

3.4 

1.1 

1.1 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

健康・体力づくり

家計の安定・充実

老後の生活への準備

趣味・レジャー

仕事（家業・学業を含む）

家族との団らん

住まいの改善・充実

子育て・子どもの教育

衣・食生活の充実

家族の介護

知識や教養の向上

ボランティアや地域活動

社会的地位の向上

その他

特にない

回答者数（n = 1,699）

総回答数（N = 4,603）
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前々回・前回比較（図 4-2）でみると、前々回・前回・今回と一貫して「健康・体力づく

り」が最も高く、次いで「家計の安定・充実」、「老後の生活への準備」の順となっている。 

図 4-2 【前々回・前回比較】 今後のくらしの中で重視していきたいこと 

 

  

　

 第45回  第46回  第47回
 （令和４年度）  （令和５年度）  （令和６年度）
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健康・体力づくり

家計の安定・充実

老後の生活への準備

趣味・レジャー

仕事（家業・学業を含む）

家族との団らん

住まいの改善・充実

子育て・子どもの教育

衣・食生活の充実

家族の介護

知識や教養の向上

ボランティアや地域活動

社会的地位の向上

その他

特にない
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性別（図 4-3）でみると、男女ともに「健康・体力づくり」が最も高く、次いで「家計の

安定・充実」、「老後の生活への準備」の順となっている。「仕事（家業・学業を含む）」では

男性が女性より 5.7ポイント高くなっている。 

図 4-3 【性別】 今後のくらしの中で重視していきたいこと 

 
※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 男性（N = 2,024 : n = 743）  女性（N = 2,486 : n = 921）
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家計の安定・充実

老後の生活への準備

趣味・レジャー

仕事（家業・学業を含む）

家族との団らん

住まいの改善・充実

子育て・子どもの教育

衣・食生活の充実

家族の介護

知識や教養の向上

ボランティアや地域活動

社会的地位の向上

その他

特にない
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年代別（図 4-4）でみると、20歳代、30歳代、40歳代では「家計の安定・充実」が最も

高く、50歳代、60歳代、70歳以上では「健康・体力づくり」が最も高くなっている。20歳

代では「趣味・レジャー」「仕事（家業・学業を含む）」、30歳代では「子育て・子どもの教

育」、60歳代では「老後の生活への準備」が他の年代に比べて高くなっている。 

図 4-4 【年代別】 今後のくらしの中で重視していきたいこと 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 20～29歳（N = 230 : n = 83）  30～39歳（N = 412 : n = 142）

 40～49歳（N = 700 : n = 248）  50～59歳（N = 886 : n = 318）

 60～69歳（N = 889 : n = 322）  70歳以上（N = 1,345 : n = 530）
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健康・体力づくり

家計の安定・充実

老後の生活への準備

趣味・レジャー

仕事（家業・学業を含む）

家族との団らん

住まいの改善・充実

子育て・子どもの教育
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図 4-4 【年代別】 今後のくらしの中で重視していきたいこと （続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 20～29歳（N = 230 : n = 83）  30～39歳（N = 412 : n = 142）

 40～49歳（N = 700 : n = 248）  50～59歳（N = 886 : n = 318）

 60～69歳（N = 889 : n = 322）  70歳以上（N = 1,345 : n = 530）
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居住圏域別（図 4-5）でみると、いずれの居住圏域においても「健康・体力づくり」が最

も高くなっている。 

図 4-5 【居住圏域別】 今後のくらしの中で重視していきたいこと 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 岐阜圏域（N = 1,821 : n = 668）  西濃圏域（N = 741 : n = 277）

 中濃圏域（N = 869 : n = 319）  東濃圏域（N = 739 : n = 276）

 飛騨圏域（N = 276 : n = 102）
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住まいの改善・充実

子育て・子どもの教育
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図 4-5 【居住圏域別】 今後のくらしの中で重視していきたいこと （続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 岐阜圏域（N = 1,821 : n = 668）  西濃圏域（N = 741 : n = 277）

 中濃圏域（N = 869 : n = 319）  東濃圏域（N = 739 : n = 276）

 飛騨圏域（N = 276 : n = 102）
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職業別（図 4-6）でみると、正規の従業員・職員を除くいずれの職業においても「健康・

体力づくり」が最も高く、そのうち無職が 77.5％と最も高くなっている。正規の従業員・

職員では「家計の安定・充実」が最も高くなっている。 

図 4-6 【職業別】 今後のくらしの中で重視していきたいこと 

 
※ その他には、自由業、学生を含む。 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 自営業（N = 334 : n = 123）  会社・団体役員（N = 444 : n = 161）

 正規の従業員・職員（N = 1,135 : n = 403）  パートタイム・アルバイト・派遣（N = 870 : n = 310）

 家事従事（N = 442 : n = 165）  無職（N = 1,050 : n = 413）

 その他（N = 250 : n = 95）
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図 4-6 【職業別】 今後のくらしの中で重視していきたいこと （続き） 

 
※ その他には、自由業、学生を含む。 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 自営業（N = 334 : n = 123）  会社・団体役員（N = 444 : n = 161）

 正規の従業員・職員（N = 1,135 : n = 403）  パートタイム・アルバイト・派遣（N = 870 : n = 310）

 家事従事（N = 442 : n = 165）  無職（N = 1,050 : n = 413）

 その他（N = 250 : n = 95）
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問５ 生活に必要な情報の入手媒体 

問５ あなたは、生活に必要な情報を何から得ていますか。（いくつでも） 

 

全体（図 5-1）でみると、「テレビ（データ放送を除く）」が 67.0％と最も高く、次いで「イ

ンターネット（行政機関のホームページを除く）」（57.6％）、「新聞」（52.5％）の順となっ

ている。 

図 5-1 生活に必要な情報の入手媒体 

 

※ データ放送：リモコンの「ｄボタン」を押すと天気やニュースなどの情報を入手できるサービス 

 

 

  

　 #

67.0 

57.6 
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27.3 
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7.9 
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インターネット（行政機関のホームページを除く）
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友人、知人からのクチコミ

自治会の連絡網、回覧板など

国、県、市町村の広報紙やホームページ

フェイスブック、X（旧Twitter）などのSNS

（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

テレビのデータ放送

フリーペーパー

（戸別配布される無料の地域情報誌など）

ラジオ

雑誌

メールマガジン

その他

回答者数（n = 1,699）

総回答数（N = 5,888）
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前々回・前回比較（図 5-2）でみると、前々回・前回・今回と一貫して「テレビ（データ

放送を除く）」が最も高くなっている。また、「テレビ（データ放送を除く）」、「インターネ

ット（行政機関のホームページを除く）」が年々低くなっている。 

図 5-2 【前々回・前回比較】 生活に必要な情報の入手媒体 

   

　

 第45回  第46回  第47回
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性別（図5-3）でみると、男女ともに「テレビ（データ放送を除く）」が最も高くなってい

る。また、「インターネット（行政機関のホームページを除く）」では男性が女性より12.5ポ

イント、「友人、知人からのクチコミ」では女性が男性より13.6ポイント高くなっている。 

図 5-3 【性別】 生活に必要な情報の入手媒体 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

 男性（N = 2,551 : n = 743）  女性（N = 3,228 : n = 921）
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年代別（図 5-4）でみると、20歳代では「フェイスブック、X（旧 Twitter）などの SNS（ソ

ーシャル・ネットワーキング・サービス）」、30歳代、40歳代、50歳代では「インターネッ

ト（行政機関のホームページを除く）」、60歳代では「テレビ（データ放送を除く）」、70歳

以上では「新聞」が最も高くなっている。また、「新聞」、「自治会の連絡網、回覧板など」

は年代が上がるにつれて、「フェイスブック、X（旧 Twitter）などの SNS（ソーシャル・ネ

ットワーキング・サービス）」は年代が下がるにつれて高くなっている。 

図 5-4 【年代別】 生活に必要な情報の入手媒体 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 20～29歳（N = 224 : n = 83）  30～39歳（N = 468 : n = 142）

 40～49歳（N = 840 : n = 248）  50～59歳（N = 1,113 : n = 318）

 60～69歳（N = 1,134 : n = 322）  70歳以上（N = 1,949 : n = 530）
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図 5-4 【年代別】 生活に必要な情報の入手媒体 （続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

 20～29歳（N = 224 : n = 83）  30～39歳（N = 468 : n = 142）

 40～49歳（N = 840 : n = 248）  50～59歳（N = 1,113 : n = 318）

 60～69歳（N = 1,134 : n = 322）  70歳以上（N = 1,949 : n = 530）
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居住圏域別（図 5-5）でみると、いずれの居住圏域においても「テレビ（データ放送を除

く）」が最も高く、次いで岐阜圏域、西濃圏域、中濃圏域では「インターネット（行政機関

のホームページを除く）」となっており、東濃圏域、飛騨圏域では「新聞」となっている。 

図 5-5 【居住圏域別】 生活に必要な情報の入手媒体 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

 岐阜圏域（N = 2,311 : n = 668）  西濃圏域（N = 955 : n = 277）

 中濃圏域（N = 1,090 : n = 319）  東濃圏域（N = 961 : n = 276）

 飛騨圏域（N = 392 : n = 102）
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図 5-5 【居住圏域別】 生活に必要な情報の入手媒体 （続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

図5-5　【居住圏域別】　生活に必要な情報の入手媒体（続き）

 岐阜圏域（N = 2,311 : n = 668）  西濃圏域（N = 955 : n = 277）

 中濃圏域（N = 1,090 : n = 319）  東濃圏域（N = 961 : n = 276）

 飛騨圏域（N = 392 : n = 102）
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問６ 現在住んでいる地域は住みやすいか 

問６ あなたにとって、現在お住まいの地域は住みやすいですか。（１つだけ） 

 

全体（図 6-1）でみると、「どちらかといえば住みやすい」が 45.0％と最も高くなってい

る。次いで「住みやすい」（22.2％）、「どちらともいえない」（20.2％）の順となっている。 

図 6-1 現在住んでいる地域は住みやすいか 

 

 

 

経年変化（図 6-2）でみると、令和 6年は、前年に比べて「不満層」（「どちらかといえば

住みにくい」+「住みにくい」）が 0.9ポイント増加している。 

図 6-2 【経年変化】 現在住んでいる地域は住みやすいか 

 

※ 平成 21 年度から調査 
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性別（図 6-3）でみると、男女ともに「どちらかといえば住みやすい」が最も高く、男性

が 44.7％、女性が 45.8％となっている。 

図 6-3 【性別】 現在住んでいる地域は住みやすいか 

 

 

年代別（図 6-4）でみると、いずれの年代においても「どちらかといえば住みやすい」が

最も高くなっている。 

図 6-4 【年代別】 現在住んでいる地域は住みやすいか 
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43.6 

20.2 

12.0 

19.7 

19.0 

24.8 

22.0 

17.5 

9.3 

12.0 

10.6 

6.0 

11.3 

7.1 

10.6 

3.2 

4.8 

5.6 

2.8 

4.1 

2.5 

2.5 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

20～29歳（n = 83 ）

30～39歳（n = 142 ）

40～49歳（n = 248 ）

50～59歳（n = 318 ）

60～69歳（n = 322 ）

70歳以上（n = 530 ）
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居住圏域別（図 6-5）でみると、いずれの居住圏域においても「どちらかといえば住みや

すい」が最も高くなっている。 

図 6-5 【居住圏域別】 現在住んでいる地域は住みやすいか 

 

  

 住みやすい  どちらかといえば住みやすい  どちらともいえない

 どちらかといえば住みにくい  住みにくい  無回答

22.2 

25.3 

18.1 

21.9 

20.3 

19.6 

45.0 

51.3 

43.3 

40.8 

38.4 

44.1 

20.2 

15.3 

23.8 

21.3 

23.6 

23.5 

9.3 

6.3 

11.9 

11.6 

13.0 

5.9 

3.2 

1.8 

2.2 

4.4 

4.7 

6.9 

0.1 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

岐阜圏域（n = 668 ）

西濃圏域（n = 277 ）

中濃圏域（n = 319 ）

東濃圏域（n = 276 ）

飛騨圏域（n = 102 ）
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居住環境別（図 6-6）でみると、その他を除くいずれの居住環境においても「どちらかと

いえば住みやすい」が最も高くなっている。商業地域では「住みやすい」が 37.3％と、他の

居住環境に比べて高くなっている。 

図 6-6 【居住環境別】 現在住んでいる地域は住みやすいか 

 

  

 住みやすい  どちらかといえば住みやすい  どちらともいえない

 どちらかといえば住みにくい  住みにくい  無回答

22.2 

13.1 

15.6 

37.3 

25.0 

21.9 

45.0 

43.5 

35.2 

47.0 

48.9 

25.0 

20.2 

24.0 

25.8 

9.6 

17.7 

31.3 

9.3 

15.5 

14.8 

3.6 

6.6 

12.5 

3.2 

3.2 

8.6 

2.4 

1.9 

9.4 

0.1 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

農村地域（n = 283 ）

山間地域（n = 244 ）

商業地域（n = 83 ）

住宅地域（n = 1,017 ）

その他（n = 32 ）
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問６－２ 住んでいる地域が住みやすいと感じる点 

問６－２ 「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」と答えた方にお尋ねします。 

あなたが、現在お住まいの地域が住みやすいと感じるのは、特にどのような点で

すか。（いくつでも） 

 

全体（図 6-2-1）でみると、「食事、買い物が便利である」が 55.8％と最も高く、次いで

「災害が少ない」（51.0％）、「自然が豊かである」（46.2％）、「治安がよい」（45.4％）の順と

なっている。 

図 6-2-1 住んでいる地域が住みやすいと感じる点 

 

※ 問 6 で「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」と答えた方のみ 

  

　 #

55.8 

51.0 

46.2 

45.4 

33.2 

27.8 

15.1 

14.4 

13.5 

5.8 

2.7 

1.6 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80%

食事、買い物が便利である

災害が少ない

自然が豊かである

治安がよい

交通の便がよい

ウォーキングなど気軽に

体を動かせる場が近くにある

住民相互の交流がある

医療、福祉サービスが充実している

町並みなどの景観がよい

教育、文化、スポーツの施設が充実している

働く場が多い

その他

特にない

回答者数（n = 1,142）※

総回答数（N = 3,590）
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前々回・前回比較（図 6-2-2）でみると、前回に比べて「交通の便がよい」が 5.0ポイン

ト増加している。また、「食事、買い物が便利である」が年々高くなっている。 

図 6-2-2 【前々回・前回比較】 住んでいる地域が住みやすいと感じる点 

 
  

　

 第45回  第46回  第47回
 （令和４年度）  （令和５年度）  （令和６年度）

50.8 

51.6 

53.0 

48.2 

28.3 

29.5 

11.7 

13.1 

11.7 

4.2 

2.3 

2.2 

1.6 

53.3 

50.7 

45.4 

42.1 

28.2 

26.9 

13.3 

12.9 

9.4 

5.5 

1.6 

1.8 

1.3 

55.8 

51.0 

46.2 

45.4 

33.2 

27.8 

15.1 

14.4 

13.5 

5.8 

2.7 

1.6 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80%

食事、買い物が便利である

災害が少ない

自然が豊かである

治安がよい

交通の便がよい

ウォーキングなど気軽に

体を動かせる場が近くにある

住民相互の交流がある

医療、福祉サービスが充実している

町並みなどの景観がよい

教育、文化、スポーツの施設が充実している

働く場が多い

その他

特にない
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性別（図 6-2-3）でみると、男女ともに「食事、買い物が便利である」が最も高く、次い

で「災害が少ない」の順となっている。 

図 6-2-3 【性別】 住んでいる地域が住みやすいと感じる点 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

 男性（N = 1,621 : n = 507）  女性（N = 1,914 : n = 618）

52.3 

51.3 

46.9 

48.7 

34.9 

28.6 

15.8 

14.0 

14.6 

6.7 

1.8 

1.8 

0.8 

58.9 

50.6 

45.1 

42.9 

32.2 

27.0 

14.7 

14.7 

12.5 

4.9 

3.4 

1.5 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80%

食事、買い物が便利である

災害が少ない

自然が豊かである

治安がよい

交通の便がよい

ウォーキングなど気軽に

体を動かせる場が近くにある

住民相互の交流がある

医療、福祉サービスが充実している

町並みなどの景観がよい

教育、文化、スポーツの施設が充実している

働く場が多い

その他

特にない
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年代別（図 6-2-4）でみると、70歳以上を除くいずれの年代においても「食事、買い物が

便利である」が最も高く、70歳以上では「災害が少ない」が最も高くなっている。20歳代

では「交通の便がよい」、70歳以上では「ウォーキングなど気軽に体を動かせる場が近くに

ある」が他の年代に比べて高くなっている。 

図 6-2-4 【年代別】 住んでいる地域が住みやすいと感じる点 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 20～29歳（N = 166 : n = 59）  30～39歳（N = 256 : n = 91）

 40～49歳（N = 534 : n = 179）  50～59歳（N = 546 : n = 190）

 60～69歳（N = 702 : n = 220）  70歳以上（N = 1,263 : n = 366）

64.4 

35.6 

35.6 

42.4 

45.8 

27.1 

1.7 

54.9 

44.0 

50.5 

42.9 

36.3 

15.4 

5.5 

58.7 

42.5 

43.0 

46.4 

35.8 

17.9 

9.5 

55.8 

44.2 

40.5 

41.6 

35.3 

21.6 

13.7 

56.8 

55.9 

42.3 

45.5 

31.8 

28.2 

16.4 

53.0 

60.4 

52.5 

46.7 

29.0 

39.6 

23.2 

0% 20% 40% 60% 80%

食事、買い物が便利である

災害が少ない

自然が豊かである

治安がよい

交通の便がよい

ウォーキングなど気軽に

体を動かせる場が近くにある

住民相互の交流がある
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図 6-2-4 【年代別】 住んでいる地域が住みやすいと感じる点 （続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 20～29歳（N = 166 : n = 59）  30～39歳（N = 256 : n = 91）

 40～49歳（N = 534 : n = 179）  50～59歳（N = 546 : n = 190）

 60～69歳（N = 702 : n = 220）  70歳以上（N = 1,263 : n = 366）

8.5 

10.2 

6.8 

1.7 

1.7 

0.0 

6.6 

14.3 

4.4 

2.2 

4.4 

0.0 

11.2 

15.6 

8.4 

5.6 

2.8 

0.6 

10.5 

12.1 

4.2 

4.2 

1.1 

1.1 

14.5 

19.5 

4.5 

2.3 

0.9 

0.5 

20.8 

9.0 

6.0 

0.5 

1.1 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

医療、福祉サービスが充実している

町並みなどの景観がよい

教育、文化、スポーツの施設が充実している

働く場が多い

その他

特にない
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居住圏域別（図 6-2-5）でみると、岐阜圏域では「食事、買い物が便利である」、西濃圏

域、東濃圏域、飛騨圏域では「自然が豊かである」、中濃圏域では「災害が少ない」が最も

高くなっている。 

図 6-2-5 【居住圏域別】 住んでいる地域が住みやすいと感じる点 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 岐阜圏域（N = 1,616 : n = 512）  西濃圏域（N = 492 : n = 170）

 中濃圏域（N = 654 : n = 200）  東濃圏域（N = 489 : n = 162）

 飛騨圏域（N = 221 : n = 65）

65.8 

48.2 

33.8 

41.0 

47.1 

27.3 

11.1 

47.6 

45.3 

48.2 

45.9 

28.2 

27.6 

12.9 

54.0 

57.5 

56.0 

50.0 

17.0 

33.0 

17.5 

43.2 

54.3 

61.7 

48.1 

21.6 

23.5 

21.0 

41.5 

50.8 

67.7 

55.4 

12.3 

26.2 

27.7 

0% 20% 40% 60% 80%

食事、買い物が便利である

災害が少ない

自然が豊かである

治安がよい

交通の便がよい

ウォーキングなど気軽に

体を動かせる場が近くにある

住民相互の交流がある
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図 6-2-5 【居住圏域別】 住んでいる地域が住みやすいと感じる点 （続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 岐阜圏域（N = 1,616 : n = 512）  西濃圏域（N = 492 : n = 170）

 中濃圏域（N = 654 : n = 200）  東濃圏域（N = 489 : n = 162）

 飛騨圏域（N = 221 : n = 65）

16.8 

11.1 

6.1 

3.7 

2.3 

0.4 

14.1 

8.8 

7.1 

1.8 

1.2 

0.0 

12.5 

19.0 

5.5 

1.0 

1.0 

1.0 

8.0 

12.3 

3.1 

2.5 

0.0 

0.6 

18.5 

30.8 

3.1 

1.5 

3.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

医療、福祉サービスが充実している

町並みなどの景観がよい

教育、文化、スポーツの施設が充実している

働く場が多い

その他

特にない
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問６－３ 住んでいる地域が住みにくいと感じる点 

問６－３ 「どちらかといえば住みにくい」「住みにくい」と答えた方にお尋ねします。 

あなたが、現在お住まいの地域が住みにくいと感じるのは、特にどのような点で

すか。（いくつでも） 

 

全体（図 6-3-1）でみると、「交通の便がよくない」が 75.0％と最も高く、次いで「食事、

買い物が不便である」（63.7％）、「医療、福祉サービスが充実していない」（32.5％）の順と

なっている。 

図 6-3-1 住んでいる地域が住みにくいと感じる点 

 

※ 問 6 で「どちらかといえば住みにくい」「住みにくい」と答えた方のみ 

  

75.0 

63.7 

32.5 

30.7 

25.5 

10.4 

10.4 

9.4 

4.7 

4.7 

1.9 

19.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通の便がよくない

食事、買い物が不便である

医療、福祉サービスが充実していない

働く場が少ない

教育、文化、スポーツの施設が充実していない

ウォーキングなど気軽に

体を動かせる場が近くにない

住民相互の交流がない

治安が悪い

町並みなどの景観がよくない

災害が多い

自然が豊かでない

その他

特にない

回答者数（n = 212）※

総回答数（N = 618）
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前々回・前回比較（図 6-3-2）でみると、前々回・前回・今回と一貫して「交通の便がよ

くない」、「食事、買い物が不便である」の順となっている。 

図 6-3-2 【前々回・前回比較】 住んでいる地域が住みにくいと感じる点 

 
 

  

　

 第45回  第46回  第47回
 （令和４年度）  （令和５年度）  （令和６年度）

81.2 

62.9 

32.7 

35.1 

25.7 

17.8 

6.4 

2.0 

10.9 

5.0 

4.0 

16.8 

1.0 

76.1 

61.5 

31.7 

30.7 

27.8 

12.7 

10.2 

5.4 

7.3 

7.3 

3.4 

19.0 

1.0 

75.0 

63.7 

32.5 

30.7 

25.5 

10.4 

10.4 

9.4 

4.7 

4.7 

1.9 

19.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通の便がよくない

食事、買い物が不便である

医療、福祉サービスが充実していない

働く場が少ない

教育、文化、スポーツの施設が充実していない

ウォーキングなど気軽に

体を動かせる場が近くにない

住民相互の交流がない

治安が悪い

町並みなどの景観がよくない

災害が多い

自然が豊かでない

その他

特にない
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性別（図 6-3-3）でみると、男女ともに「交通の便がよくない」が最も高く、男性が 75.3％、

女性が 73.7％となっている。次いで「食事、買い物が不便である」が高く、女性が男性より

5.4ポイント高くなっている。 

図 6-3-3 【性別】 住んでいる地域が住みにくいと感じる点 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

 男性（N = 258 : n = 89）  女性（N = 346 : n = 118）

75.3 

60.7 

32.6 

28.1 

20.2 

9.0 

10.1 

12.4 

6.7 

4.5 

3.4 

23.6 

2.2 

73.7 

66.1 

33.1 

32.2 

29.7 

11.9 

11.0 

6.8 

3.4 

4.2 

0.8 

17.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通の便がよくない

食事、買い物が不便である

医療、福祉サービスが充実していない

働く場が少ない

教育、文化、スポーツの施設が充実していない

ウォーキングなど気軽に

体を動かせる場が近くにない

住民相互の交流がない

治安が悪い

町並みなどの景観がよくない

災害が多い

自然が豊かでない

その他

特にない
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年代別（図 6-3-4）でみると、いずれの年代においても「交通の便がよくない」が最も高

く、次いで「食事、買い物が不便である」の順となっている。50 歳代では「働く場が少な

い」が他の年代に比べて高くなっている。 

図 6-3-4 【年代別】 住んでいる地域が住みにくいと感じる点 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 20～29歳（N = 40 : n = 14）  30～39歳（N = 69 : n = 23）

 40～49歳（N = 76 : n = 22）  50～59歳（N = 142 : n = 49）

 60～69歳（N = 94 : n = 31）  70歳以上（N = 185 : n = 69）

92.9 

57.1 

14.3 

35.7 

28.6 

7.1 

0.0 

60.9 

56.5 

39.1 

34.8 

47.8 

17.4 

4.3 

90.9 

59.1 

31.8 

40.9 

45.5 

18.2 

9.1 

65.3 

55.1 

30.6 

51.0 

20.4 

6.1 

8.2 

80.6 

74.2 

41.9 

22.6 

19.4 

12.9 

12.9 

73.9 

69.6 

31.9 

13.0 

18.8 

8.7 

15.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通の便がよくない

食事、買い物が不便である

医療、福祉サービスが充実していない

働く場が少ない

教育、文化、スポーツの施設が充実していない

ウォーキングなど気軽に

体を動かせる場が近くにない

住民相互の交流がない
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図 6-3-4 【年代別】 住んでいる地域が住みにくいと感じる点 （続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 20～29歳（N = 40 : n = 14）  30～39歳（N = 69 : n = 23）

 40～49歳（N = 76 : n = 22）  50～59歳（N = 142 : n = 49）

 60～69歳（N = 94 : n = 31）  70歳以上（N = 185 : n = 69）

0.0 

7.1 

14.3 

0.0 

28.6 

0.0 

13.0 

0.0 

4.3 

0.0 

21.7 

0.0 

9.1 

4.5 

9.1 

4.5 

22.7 

0.0 

10.2 

10.2 

2.0 

0.0 

28.6 

0.0 

9.7 

3.2 

6.5 

0.0 

19.4 

0.0 

8.7 

2.9 

1.4 

4.3 

11.6 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

治安が悪い

町並みなどの景観がよくない

災害が多い

自然が豊かでない

その他

特にない
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居住圏域別（図 6-3-5）でみると、いずれの居住圏域においても「交通の便がよくない」

が最も高く、次いで「食事、買い物が不便である」の順となっている。また、飛騨圏域では

「働く場が少ない」が他の居住圏域に比べて高くなっている。 

図 6-3-5 【居住圏域別】 住んでいる地域が住みにくいと感じる点 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 岐阜圏域（N = 130 : n = 54）  西濃圏域（N = 113 : n = 39）

 中濃圏域（N = 159 : n = 51）  東濃圏域（N = 145 : n = 49）

 飛騨圏域（N = 51 : n = 13）

63.0 

46.3 

14.8 

16.7 

22.2 

9.3 

16.7 

79.5 

66.7 

35.9 

23.1 

15.4 

10.3 

10.3 

78.4 

64.7 

41.2 

33.3 

29.4 

11.8 

11.8 

77.6 

73.5 

32.7 

32.7 

28.6 

12.2 

6.1 

92.3 

84.6 

53.8 

76.9 

46.2 

7.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通の便がよくない

食事、買い物が不便である

医療、福祉サービスが充実していない

働く場が少ない

教育、文化、スポーツの施設が充実していない

ウォーキングなど気軽に

体を動かせる場が近くにない

住民相互の交流がない
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図 6-3-5 【居住圏域別】 住んでいる地域が住みにくいと感じる点 （続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 岐阜圏域（N = 130 : n = 54）  西濃圏域（N = 113 : n = 39）

 中濃圏域（N = 159 : n = 51）  東濃圏域（N = 145 : n = 49）

 飛騨圏域（N = 51 : n = 13）

13.0 

5.6 

1.9 

1.9 

24.1 

3.7 

12.8 

2.6 

7.7 

2.6 

23.1 

0.0 

9.8 

5.9 

5.9 

2.0 

13.7 

0.0 

4.1 

4.1 

0.0 

2.0 

20.4 

2.0 

0.0 

0.0 

15.4 

0.0 

15.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

治安が悪い

町並みなどの景観がよくない

災害が多い

自然が豊かでない

その他

特にない
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問７ 今後も岐阜県に住み続けたいか 

問７ あなたは、今後も岐阜県に住み続けたいと思いますか。（１つだけ） 

 

全体（図 7-1）でみると、「はい」が 74.3％と最も高くなっている。 

図 7-1 今後も岐阜県に住み続けたいか 

 

 

 

経年変化（図 7-2）でみると、令和 6年は、前年に比べて「住み続けたい」が 1.0ポイン

ト増加している。 

図 7-2 【経年変化】 今後も岐阜県に住み続けたいか 

 

※ 平成 21 年度から調査 

  

 はい  いいえ  わからない  無回答

74.3 3.9 20.1 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699）

89.0 
92.2 92.4 90.5 89.5 

78.2 
75.6 75.9 

73.2 73.3 
75.7 77.8 75.5 73.9 73.3 74.3 

8.4 6.3 5.9 7.9 9.6 

3.0 2.9 2.4 4.5 3.9 3.2 2.8 3.7 3.8 3.5 3.9 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

住み続けたい

住み続けたくない
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性別（図 7-3）でみると、男女ともに「はい」が最も高く、男性が 74.4％、女性が 74.7％

となっている。 

図 7-3 【性別】 今後も岐阜県に住み続けたいか 

 

 

年代別（図 7-4）でみると、いずれの年代においても「はい」が最も高く、そのうち 70歳

以上が 83.0％と最も高くなっている。 

図 7-4 【年代別】 今後も岐阜県に住み続けたいか 

  

 はい  いいえ  わからない  無回答

74.3 

74.4 

74.7 

3.9 

4.0 

3.9 

20.1 

19.9 

19.9 

1.6 

1.6 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

男性（n = 743 ）

女性（n = 921 ）

 はい  いいえ  わからない  無回答

74.3 

61.4 

65.5 

71.0 

68.9 

77.3 

83.0 

3.9 

4.8 

7.7 

4.8 

5.7 

2.8 

2.3 

20.1 

33.7 

26.8 

23.4 

24.2 

18.6 

11.7 

1.6 

0.0 

0.0 

0.8 

1.3 

1.2 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

20～29歳（n = 83 ）

30～39歳（n = 142 ）

40～49歳（n = 248 ）

50～59歳（n = 318 ）

60～69歳（n = 322 ）

70歳以上（n = 530 ）
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居住圏域別（図 7-5）でみると、いずれの居住圏域においても「はい」が最も高く、その

うち岐阜圏域が 79.6％と最も高くなっている。 

図 7-5 【居住圏域別】 今後も岐阜県に住み続けたいか 

 

 

通勤、通学先別（図 7-6）でみると、いずれの通勤、通学先においても「はい」が最も高

く、そのうち居住している市町村が 74.8％と最も高くなっている。 

図 7-6 【通勤、通学先別】 今後も岐阜県に住み続けたいか 

 
※ 「F-10 職業」で、自営業、自由業、会社・団体役員、正規の従業員・職員、パートタイム・アルバイト・派

遣、学生と答えた方のみ 

  

 はい  いいえ  わからない  無回答

74.3 

79.6 

72.9 

73.0 

68.8 

70.6 

3.9 

3.1 

3.2 

3.1 

6.2 

6.9 

20.1 

16.2 

23.1 

21.0 

23.9 

20.6 

1.6 

1.0 

0.7 

2.8 

1.1 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

岐阜圏域（n = 668 ）

西濃圏域（n = 277 ）

中濃圏域（n = 319 ）

東濃圏域（n = 276 ）

飛騨圏域（n = 102 ）

 はい  いいえ  わからない  無回答

71.7 

74.8 

72.5 

58.7 

4.8 

4.8 

4.7 

6.3 

22.7 

19.3 

22.2 

34.9 

0.8 

1.1 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,059 ）※

居住している市町村（n = 476 ）

県内の他の市町村（n = 316 ）

県外の市町村（n = 126 ）
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県外居住経験の有無別（図 7-7）でみると、県外居住経験がない人は「はい」が 80.1％と、

ある人より高くなっている。 

図 7-7 【県外居住経験の有無別】 今後も岐阜県に住み続けたいか 

 

 

居住環境別（図 7-8）でみると、いずれの居住環境においても「はい」が最も高く、その

うち住宅地域が 76.9％と最も高くなっている。 

図 7-8 【居住環境別】 今後も岐阜県に住み続けたいか 

  

 はい  いいえ  わからない  無回答

74.3 

80.1 

72.7 

65.9 

3.9 

2.1 

4.9 

6.4 

20.1 

16.4 

20.5 

25.8 

1.6 

1.4 

1.8 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

ない（n = 809 ）

ある（通算５年未満）（n = 385 ）

ある（通算５年以上（n = 481 ）

 はい  いいえ  わからない  無回答

74.3 

74.9 

65.6 

73.5 

76.9 

65.6 

3.9 

3.9 

6.6 

3.6 

3.5 

3.1 

20.1 

20.5 

25.4 

21.7 

18.1 

31.3 

1.6 

0.7 

2.5 

1.2 

1.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

農村地域（n = 283 ）

山間地域（n = 244 ）

商業地域（n = 83 ）

住宅地域（n = 1,017 ）

その他（n = 32 ）
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２．２ 県の取組み全般について 

 

問８ 施策や事業についての情報の入手方法 

問８ あなたは、岐阜県が行っている施策や事業を、何によって知ることが多いですか。 

（いくつでも） 

 

全体（図 8-1）でみると、「テレビ（ニュース）」が 50.5％と最も高く、次いで「岐阜県広

報「岐阜県からのお知らせ」」（46.4％）、「新聞の記事」（44.9％）の順となっている。 

図 8-1 施策や事業についての情報の入手方法 

 

※１ 行 政 情 報 アプリなど ： 行政情報アプリ「マチイロ」 

広報紙配信サービス「マイ広報紙」 

電子書籍ポータルサイト「Gifu ebooks」 

※２ テレビ（県の広報番組） ： ぎふチャン（岐阜放送）「ぎふ県政ほっとライン」「ぎふ県だより」 

※３ ラジオ（県の広報番組） ： エフエム岐阜「GIFU インフォメーション」「ギフトピ」 

ぎふチャン（岐阜放送）「ぎふ県だより」「週刊ぎふタイム」 

  

　 #

50.5 

46.4 

44.9 

27.3 

10.9 

10.2 

8.5 

6.7 

5.8 

3.5 

1.5 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ（ニュース）

岐阜県広報「岐阜県からのお知らせ」

（市町村広報紙、地域情報誌（フリーペーパー）
又は行政情報アプリなど※１に掲載）

新聞の記事

インターネット（ニュース）

テレビ（県の広報番組）※２

パンフレット、ポスター

フェイスブック、X（旧Twitter）などのSNS

（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

ラジオ（ニュース）

インターネット（岐阜県庁ホームページ）

テレビ（データ放送）

ラジオ（県の広報番組）※３

その他

総回答数（N = 3,769）

回答者数（n = 1,699）



72 

 

前々回・前回比較（図 8-2）でみると、前々回・前回・今回と一貫して「テレビ（ニュー

ス）」が最も高くなっている。 

図 8-2 【前々回・前回比較】 施策や事業についての情報の入手方法 

 

  

　

 第45回  第46回  第47回
（令和４年度） （令和５年度） （令和６年度）

49.3 

47.2 

45.7 

30.8 

11.3 

10.7 

8.5 

7.3 

7.7 

4.3 

2.1 

2.8 

49.4 

44.4 

45.6 

27.1 

11.4 

11.6 

7.9 

6.3 

6.1 

3.2 

2.2 

2.7 

50.5 

46.4 

44.9 

27.3 

10.9 

10.2 

8.5 

6.7 

5.8 

3.5 

1.5 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ（ニュース）

岐阜県広報「岐阜県からのお知らせ」

（市町村広報紙、地域情報誌（フリーペーパー）
又は行政情報アプリなどに掲載）

新聞の記事

インターネット（ニュース）

テレビ（県の広報番組）

パンフレット、ポスター

フェイスブック、X（旧Twitter）などのSNS

（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

ラジオ（ニュース）

インターネット（岐阜県庁ホームページ）

テレビ（データ放送）

ラジオ（県の広報番組）

その他
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性別（図 8-3）でみると、男女ともに「テレビ（ニュース）」が最も高くなっている。ま

た、「インターネット（ニュース）」では男性が女性より 8.7ポイント高くなっている。 

図 8-3 【性別】 施策や事業についての情報の入手方法 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

 男性（N = 1,694 : n = 743）  女性（N = 2,002 : n = 921）

49.4 

45.9 

47.0 

32.4 

10.6 

8.2 

7.5 

8.2 

7.7 

4.0 

1.6 

2.3 

51.4 

47.3 

43.4 

23.7 

11.1 

11.6 

9.4 

5.3 

4.2 

2.8 

1.5 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ（ニュース）

岐阜県広報「岐阜県からのお知らせ」

（市町村広報紙、地域情報誌（フリーペーパー）
又は行政情報アプリなどに掲載）

新聞の記事

インターネット（ニュース）

テレビ（県の広報番組）

パンフレット、ポスター

フェイスブック、X（旧Twitter）などのSNS

（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

ラジオ（ニュース）

インターネット（岐阜県庁ホームページ）

テレビ（データ放送）

ラジオ（県の広報番組）

その他
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年代別（図 8-4）でみると、20歳代、30歳代、50歳代では「テレビ（ニュース）」、40歳

代では「インターネット（ニュース）」、60歳代、70歳以上では「新聞の記事」が最も高く

なっている。 

図 8-4 【年代別】 施策や事業についての情報の入手方法 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 20～29歳（N = 150 : n = 83）  30～39歳（N = 271 : n = 142）

 40～49歳（N = 525 : n = 248）  50～59歳（N = 690 : n = 318）

 60～69歳（N = 715 : n = 322）  70歳以上（N = 1,315 : n = 530）

41.0 

27.7 

12.0 

31.3 

7.2 

13.3 

38.0 

35.2 

16.9 

37.3 

8.5 

10.6 

41.9 

36.7 

25.4 

50.0 

7.3 

12.1 

50.9 

40.6 

38.7 

34.6 

7.5 

9.4 

50.9 

49.7 

55.3 

25.8 

8.7 

7.8 

59.1 

60.2 

65.3 

10.8 

17.5 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ（ニュース）

岐阜県広報「岐阜県からのお知らせ」

（市町村広報紙、地域情報誌（フリーペーパー）
又は行政情報アプリなどに掲載）

新聞の記事

インターネット（ニュース）

テレビ（県の広報番組）

パンフレット、ポスター
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図 8-4 【年代別】 施策や事業についての情報の入手方法 （続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 20～29歳（N = 150 : n = 83）  30～39歳（N = 271 : n = 142）

 40～49歳（N = 525 : n = 248）  50～59歳（N = 690 : n = 318）

 60～69歳（N = 715 : n = 322）  70歳以上（N = 1,315 : n = 530）

24.1 

0.0 

9.6 

3.6 

0.0 

6.0 

19.7 

2.8 

5.6 

3.5 

2.8 

6.3 

15.7 

6.0 

7.7 

3.6 

1.2 

2.8 

9.1 

7.2 

7.9 

1.9 

1.9 

3.8 

3.7 

6.2 

5.9 

3.4 

1.2 

2.5 

2.5 

8.9 

3.2 

4.5 

1.7 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

フェイスブック、X（旧Twitter）などのSNS

（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

ラジオ（ニュース）

インターネット（岐阜県庁ホームページ）

テレビ（データ放送）

ラジオ（県の広報番組）

その他
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居住圏域別（図 8-5）でみると、岐阜圏域を除くいずれの圏域においても「テレビ（ニュ

ース）」が最も高く（飛騨圏域では「新聞の記事」が同率）、岐阜圏域では「岐阜県広報「岐

阜県からのお知らせ」」が最も高くなっている。 

図 8-5 【居住圏域別】 施策や事業についての情報の入手方法 

 
※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

 岐阜圏域（N = 1,489 : n = 668）  西濃圏域（N = 641 : n = 277）

 中濃圏域（N = 670 : n = 319）  東濃圏域（N = 614 : n = 276）

 飛騨圏域（N = 242 : n = 102）

49.4 

53.0 

43.0 

27.2 

9.4 

10.6 

46.9 

44.0 

44.8 

28.2 

13.4 

11.9 

52.0 

40.8 

41.4 

30.4 

11.0 

7.2 

53.6 

40.2 

49.3 

25.4 

11.6 

10.9 

56.9 

52.9 

56.9 

23.5 

13.7 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ（ニュース）

岐阜県広報「岐阜県からのお知らせ」

（市町村広報紙、地域情報誌（フリーペーパー）
又は行政情報アプリなどに掲載）

新聞の記事

インターネット（ニュース）

テレビ（県の広報番組）

パンフレット、ポスター
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図 8-5 【居住圏域別】 施策や事業についての情報の入手方法 （続き） 

 

N＝総回答数 ｎ＝回答者数  

図8-5　【居住圏域別】　施策や事業についての情報の入手方法（続き）

 岐阜圏域（N = 1,489 : n = 668）  西濃圏域（N = 641 : n = 277）

 中濃圏域（N = 670 : n = 319）  東濃圏域（N = 614 : n = 276）

 飛騨圏域（N = 242 : n = 102）

9.3 

6.1 

5.7 

3.1 

0.9 

3.3 

10.5 

7.2 

9.4 

5.8 

2.5 

3.6 

5.6 

7.2 

4.1 

3.1 

0.9 

1.3 

9.8 

7.6 

4.0 

2.5 

3.3 

2.9 

6.9 

2.9 

4.9 

3.9 

1.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80%

フェイスブック、X（旧Twitter）などのSNS

（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

ラジオ（ニュース）

インターネット（岐阜県庁ホームページ）

テレビ（データ放送）

ラジオ（県の広報番組）

その他
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問９ 県事業への関心の有無 

問９ あなたは、岐阜県が行っている事業やその進め方について、関心をお持ちですか。 

（１つだけ） 

 

全体（図 9-1）でみると、「どちらかといえば関心がある」が 36.1％と最も高く、次いで

「どちらかといえば関心がない」（30.4％）、「わからない」（11.7％）の順となっている。 

図 9-1 県事業への関心の有無 

 

 

経年変化（図 9-2）でみると、令和 6年は、前年より「関心層」（「関心がある」+「どちら

かといえば関心がある」）が 2.4ポイント増加し、「無関心層」（「どちらかといえば関心がな

い」+「関心がない」）が 1.5ポイント減少しており、引き続き「関心層」が「無関心層」を

上回っている。 

図 9-2 【経年変化】 県事業への関心の有無 

 

 

  

　

 関心がある  どちらかといえば関心がある  どちらかといえば関心がない

 関心がない  わからない  無回答

10.6 36.1 30.4 10.1 11.7 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 1,699）

54.4 

48.1 48.7 
46.4 46.5 48.1 

43.2 

43.4 

49.2 

38.3 

44.5 45.9 

40.5 

45.6 46.6 
51.3 50.0 

47.0 
44.3 

46.7 

35.0 

41.6 41.2 43.1 43.8 43.3 
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39.3 
35.7 

48.3 

39.9 38.7 

48.1 

43.8 42.8 
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42.4 42.0 40.5 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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関心層

（「関心がある」+「どちらかといえば関心がある」）

無関心層

（「どちらかといえば関心がない」+「関心がない」）
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年代別の経年変化（図 9-3）でみると、「関心層」において、40歳代を除くいずれの年代

においても前年に比べて「関心層」が増加しており、そのうち 20歳代では 13.1ポイント増

加している。また、30歳代、50歳代では、前年に比べて「無関心層」と「関心層」が入れ

替り、「関心層」が「無関心層」を上回った。70歳以上では一貫して「関心層」が「無関心

層」より高くなっている。 

図 9-3 【経年変化（年代別）】 県事業への関心の有無 

   

（「関心がある」+「どちらかといえば関心がある」） （「どちらかといえば関心がない」+「関心がない」）

関心層 無関心層

35.3 33.6 35.4 37.0 
32.9 

40.2 
36.8 

31.9 32.7 

45.8 

44.6 

53.4 
47.2 48.0 

55.2 

45.4 
50.9 

57.1 57.7 

45.8 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

20歳代

38.4 40.7 41.2 42.8 43.2 

46.8 44.8 

43.4 41.8 

47.9 46.4 45.2 
51.7 

48.4 46.2 

45.3 43.7 

46.4 46.3 

40.8 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

30歳代

48.9 
44.7 

37.3 
41.1 

46.6 
50.0 48.2 48.8 46.6 

43.2 
37.6 39.2 

51.3 48.4 

45.8 
39.9 42.5 41.3 42.3 

46.8 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

40歳代

45.0 

41.8 
35.6 

46.7 
40.8 

49.6 
45.6 47.8 

42.0 

44.9 

42.3 

42.1 

52.9 
47.1 

50.8 

40.6 40.4 
43.4 

44.7 

41.2 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

50歳代
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46.6 

40.6 
43.8 

40.2 39.0 

45.2 46.3 45.7 

42.5 39.8 42.0 

47.6 
44.1 
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20%

40%

60%
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100%
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28.9 
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0%

20%

40%

60%
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100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

70歳以上
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性別（図 9-4）でみると、男女ともに「どちらかといえば関心がある」が最も高くなって

いる。 

図 9-4 【性別】 県事業への関心の有無 

 

 

年代別（図 9-5）でみると、40歳代を除くいずれの年代においても「どちらかといえば関

心がある」が最も高くなっている。40 歳代では「どちらかといえば関心がない」が最も高

くなっている。 

図 9-5 【年代別】 県事業への関心の有無 

  

 関心がある  どちらかといえば関心がある  どちらかといえば関心がない

 関心がない  わからない  無回答

10.6 

13.6 

8.1 

36.1 

38.8 

34.6 

30.4 

28.3 

32.1 

10.1 

10.9 

9.2 
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7.5 

14.5 

1.2 

0.9 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

男性（n = 743 ）

女性（n = 921 ）

 関心がある  どちらかといえば関心がある  どちらかといえば関心がない

 関心がない  わからない  無回答
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3.6 

9.9 

9.3 

9.1 

9.6 

14.3 

36.1 

42.2 

38.0 

33.9 

35.8 

34.2 

37.7 

30.4 

22.9 

24.6 

36.7 

31.8 

33.5 

27.7 

10.1 

22.9 

16.2 

10.1 

9.4 

10.6 

5.3 

11.7 

8.4 

11.3 

9.7 

12.3 

11.8 

12.6 

1.2 

0.0 

0.0 

0.4 

1.6 

0.3 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

20～29歳（n = 83 ）

30～39歳（n = 142 ）

40～49歳（n = 248 ）

50～59歳（n = 318 ）

60～69歳（n = 322 ）

70歳以上（n = 530 ）
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居住圏域別（図 9-6）でみると、中濃圏域を除くいずれの圏域においても「どちらかとい

えば関心がある」が最も高く、中濃圏域では「どちらかといえば関心がない」が最も高くな

っている。 

図 9-6 【居住圏域別】 県事業への関心の有無 

  

 関心がある  どちらかといえば関心がある  どちらかといえば関心がない

 関心がない  わからない  無回答

10.6 

10.8 

11.6 

9.7 

8.3 

15.7 
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39.8 

34.3 

29.5 

34.1 

45.1 
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28.7 

31.8 

35.4 

29.7 

25.5 

10.1 

9.9 

11.2 

10.0 

9.8 

6.9 

11.7 

10.3 

10.5 

13.2 

17.0 

4.9 

1.2 

0.4 

0.7 

2.2 

1.1 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

岐阜圏域（n = 668 ）

西濃圏域（n = 277 ）

中濃圏域（n = 319 ）

東濃圏域（n = 276 ）

飛騨圏域（n = 102 ）
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職業別（図 9-7）でみると、パートタイム・アルバイト・派遣を除くいずれの職業におい

ても「どちらかといえば関心がある」が最も高く、パートタイム・アルバイト・派遣では「ど

ちらかといえば関心がない」が最も高くなっている。 

図 9-7 【職業別】 県事業への関心の有無 

 

※ その他には、自由業、学生を含む。  

 関心がある  どちらかといえば関心がある  どちらかといえば関心がない

 関心がない  わからない  無回答
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8.4 

7.9 

7.0 

15.8 

11.7 

13.8 

7.5 

8.2 

16.1 

8.5 

14.5 

7.4 

1.2 

0.8 

0.0 

0.5 

1.0 

2.4 

1.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,699 ）

自営業（n = 123 ）

会社・団体役員（n = 161 ）

正規の従業員・職員（n = 403 ）

パートタイム・アルバイト・派遣（n = 310 ）

家事従事（n = 165 ）

無職（n = 413 ）

その他（n = 95 ）
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問９－２ 県事業に関心がない理由 

問９－２ 「どちらかといえば関心がない」「関心がない」と答えた方にお尋ねします。 

あなたが、岐阜県が行っている事業やその進め方に関心がないのは、 

どのような理由からですか。（１つだけ） 

 

全体（図 9-2-1）でみると、「県の施設を利用したり、県の仕事に接する機会が少ないか

ら」が 35.8％と最も高く、次いで「自分たちの意見が反映されるとは思えないから」（21.8％）、

「県がどのような仕事をしているのか知らないから」（20.3％）の順となっている。 

図 9-2-1 県事業に関心がない理由 

 

※ 問 9 で「どちらかといえば関心がない」「関心がない」と答えた方のみ 

 

 

前々回・前回比較（図 9-2-2）でみると、令和 6年は、前年より「県の施設を利用したり、

県の仕事に接する機会が少ないから」が 2.6ポイント増加している。 

図 9-2-2 【前々回・前回比較】 県事業に関心がない理由 

  

　

　

 県の行政そのものに興味がないから  県がどのような仕事をしているのか知らないから

 県の仕事は、自分に関係がないから  県の施設を利用したり、県の仕事に接する機会が少ないから

 自分たちの意見が反映されるとは思えないから  その他

 無回答

11.5 20.3 4.4 35.8 21.8 2.0 4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n = 688）※

　 図　　

 県の行政そのものに興味がないから  県がどのような仕事をしているのか知らないから

 県の仕事は、自分に関係がないから  県の施設を利用したり、県の仕事に接する機会が少ないから

 自分たちの意見が反映されるとは思えないから その他

 無回答

11.1 

13.6 

11.5 

24.3 

21.0 

20.3 

3.2 

3.0 

4.4 

41.5 

33.2 

35.8 

16.5 

24.5 

21.8 

3.2 

1.9 

2.0 

0.1 

2.8 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第45回

（令和４年度）

第46回

（令和５年度）

第47回

（令和６年度）
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性別（図 9-2-3）でみると、男女ともに「県の施設を利用したり、県の仕事に接する機会

が少ないから」が最も高く、女性が男性より 4.5ポイント高くなっている。 

図 9-2-3 【性別】 県事業に関心がない理由 

 
 

年代別（図 9-2-4）でみると、20歳代では「県の行政そのものに興味がないから」、30歳

代、40歳代では「自分たちの意見が反映されるとは思えないから」（40歳代では「県の施設

を利用したり、県の仕事に接する機会が少ないから」が同率）、50 歳代、60 歳代、70 歳以

上は「県の施設を利用したり、県の仕事に接する機会が少ないから」が最も高くなっている。 

図 9-2-4 【年代別】 県事業に関心がない理由 

  

 県の行政そのものに興味がないから  県がどのような仕事をしているのか知らないから

 県の仕事は、自分に関係がないから  県の施設を利用したり、県の仕事に接する機会が少ないから

 自分たちの意見が反映されるとは思えないから  その他

 無回答
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11.0 

20.3 

21.0 
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全体（n = 688 ）
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女性（n = 381 ）

 県の行政そのものに興味がないから  県がどのような仕事をしているのか知らないから

 県の仕事は、自分に関係がないから  県の施設を利用したり、県の仕事に接する機会が少ないから

 自分たちの意見が反映されるとは思えないから  その他

 無回答
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2.8 

1.1 
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0.0 

0.0 
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20～29歳（n = 38 ）

30～39歳（n = 58 ）
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50～59歳（n = 131 ）

60～69歳（n = 142 ）

70歳以上（n = 175 ）
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居住圏域別（図 9-2-5）でみると、いずれの居住圏域においても「県の施設を利用したり、

県の仕事に接する機会が少ないから」が最も高くなっている。 

図 9-2-5 【居住圏域別】 県事業に関心がない理由 

  

 県の行政そのものに興味がないから  県がどのような仕事をしているのか知らないから

 県の仕事は、自分に関係がないから  県の施設を利用したり、県の仕事に接する機会が少ないから

 自分たちの意見が反映されるとは思えないから  その他

 無回答
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3.0 
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22.7 

22.1 

11.0 

21.2 

2.0 

2.3 

2.5 

0.0 
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0.0 

4.2 

4.7 

2.5 

2.8 

7.3 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 688 ）

岐阜圏域（n = 258 ）

西濃圏域（n = 119 ）

中濃圏域（n = 145 ）

東濃圏域（n = 109 ）

飛騨圏域（n = 33 ）
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職業別（図 9-2-6）でみると、いずれの職業においても「県の施設を利用したり、県の仕

事に接する機会が少ないから」が最も高くなっている（正規の従業員・職員、その他では「自

分たちの意見が反映されるとは思えないから」が同率）。 

図 9-2-6 【職業別】 県事業に関心がない理由 

 

※ その他には、自由業、学生を含む。  

 県の行政そのものに興味がないから  県がどのような仕事をしているのか知らないから

 県の仕事は、自分に関係がないから  県の施設を利用したり、県の仕事に接する機会が少ないから

 自分たちの意見が反映されるとは思えないから  その他

 無回答
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39.6 
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26.5 
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29.0 

22.0 

13.6 

15.3 

27.5 

2.0 

2.0 

4.3 

1.7 

1.5 

0.0 

2.8 

0.0 

4.2 

6.1 

1.4 

2.8 

5.3 

3.0 
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5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 688 ）

自営業（n = 49 ）
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正規の従業員・職員（n = 176 ）

パートタイム・アルバイト・派遣（n = 132 ）

家事従事（n = 66 ）

無職（n = 144 ）

その他（n = 40 ）
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問１０ 県の取組でよくやっていると思う分野、努力が足りないと思う分野 

問１０ あなたが、県の取組についてよくやっていると思うのは、どの分野ですか。 

また、努力が足りないと思うのは、どの分野ですか。（それぞれ５つまで） 

 

【県の取組でよくやっていると思う分野】 

 

全体（図 10-1）でみると、「防災対策」が 25.7％と最も高く、次いで「道路整備・維持管

理」（14.9％）、「高齢者福祉」（14.5％）の順となっている。 

図 10-1 県の取組でよくやっていると思う分野 

 
※ 成長産業：岐阜県においては、航空宇宙、医療福祉機器、医薬品、食料品、次世代エネルギーを位置づけ

ている。（令和６年度現在） 

※ 本問における選択肢は、図表の構成上、以下のとおり略して表示しているものがある。 

・住環境保全：騒音・振動・大気・土壌対策などの住環境保全  

　 #
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11.6 

11.1 
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5.5 

5.1 
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防災対策

道路整備・維持管理

高齢者福祉

地域医療の確保

観光振興

河川整備・維持管理

防犯・交通安全対策

自然環境保全

健康増進

廃棄物対策

子育て支援

公園整備

スポーツやレクリエーション

の推進

地域コミュニティの活性化

学校教育の充実

食品の安全対策

文化・芸術の振興

障がい者福祉

総回答数（N = 4,550）

回答者数（n = 1,699）
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2.5 
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1.5 
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0.9 

0% 10% 20% 30%

砂防対策（土砂崩れなど）

公共交通の充実

社会教育・生涯学習の充実

農業・畜産業・水産業振興

住環境保全

中小企業支援

企業誘致

県外からの移住・定住の促進

成長産業分野の振興

就労支援

少子化対策

消費者保護

様々な産業を担う人材の育成

林業振興

女性の活躍推進

若者の県内定着

薬物対策

労働環境改善
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前回比較（図 10-2）でみると、前回に続き「防災対策」が最も高く、次いで「道路整備・

維持管理」となっている。前回第 5位の「高齢者福祉」は第 3位となっている。 

図 10-2 【前回比較】県の取組でよくやっていると思う分野 

   

　 #

 第46回  第47回
（令和５年度） （令和６年度）
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12.9 

12.4 

12.4 

12.2 

12.2 

11.6 
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7.6 

7.1 
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防犯・交通安全対策
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性別（図 10-3）でみると、男女ともに「防災対策」が最も高く、次いで、男性では「道路

整備・維持管理」が 16.8％、女性では「高齢者福祉」が 15.9％となっている。 

図 10-3 【性別】 県の取組でよくやっていると思う分野（上位 10 施策） 
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年代別（図 10-4）でみると、いずれの年代においても「防災対策」が最も高くなってい

る。70歳以上では「高齢者福祉」が 23.4％と、他の年代に比べて高くなっている。 

図 10-4 【年代別】 県の取組でよくやっていると思う分野（上位 10 施策） 

  

 20～29歳（n = 83）  30～39歳（n = 142）  40～49歳（n = 248）

 50～59歳（n = 318）  60～69歳（n = 322）  70歳以上（n = 530）
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居住圏域別（図 10-5）でみると、いずれの居住圏域においても「防災対策」が最も高く、

そのうち飛騨地域が 38.2％と最も高くなっている。また、飛騨地域では「道路整備・維持

管理」が、他の居住圏域に比べて高くなっている。 

図 10-5 【居住圏域別】 県の取組でよくやっていると思う分野（上位 10 施策） 
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職業別（図 10-6）でみると、いずれの職業においても「防災対策」が最も高くなってい

る。 

図 10-6 【職業別】 県の取組でよくやっていると思う分野（上位 10 施策） 
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図 10-6 【職業別】 県の取組でよくやっていると思う分野（上位 10 施策） （続き） 

 

※ その他には、自由業、学生を含む。  

 自営業（n = 123）  会社・団体役員（n = 161）

 正規の従業員・職員（n = 403）  パートタイム・アルバイト・派遣（n = 310）

 家事従事（n = 165）  無職（n = 413）

 その他（n = 95）
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【県の取組で努力が足りないと思う分野】 

 

全体（図 10-2-1）でみると、「若者の県内定着」が 20.6％と最も高く、次いで「少子化対

策」（19.9％）、「高齢者福祉」（17.7％）の順となっている。 

図 10-2-1 県の取組で努力が足りないと思う分野 
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前回比較（図 10-2-2）でみると、前回に続き「若者の県内定着」が最も高く、次いで「少

子化対策」の順となっている。 

図 10-2-2 【前回比較】県の取組で努力が足りないと思う分野 
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性別（図 10-2-3）でみると、男性では「少子化対策」が最も高く、女性では「若者の県内

定着」が最も高くなっている。 

図 10-2-3 【性別】 県の取組で努力が足りないと思う分野（上位 10 施策） 
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年代別（図 10-2-4）でみると、20 歳代、30 歳代、40 歳代では「子育て支援」、50 歳代、

60歳代では「若者の県内定着」（60歳代では「公共交通の充実」が同率）、70歳以上では「高

齢者福祉」が最も高くなっている。 

図 10-2-4 【年代別】 県の取組で努力が足りないと思う分野（上位 10 施策） 
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居住圏域別（図 10-2-5）でみると、中濃圏域を除くいずれの居住圏域においても「若者

の県内定着」が最も高く、中濃圏域では「少子化対策」が最も高くなっている。 

図 10-2-5 【居住圏域別】 県の取組で努力が足りないと思う分野（上位 10 施策） 
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職業別（図 10-2-6）でみると、正規の従業員・職員、パートタイム・アルバイト・派遣、

家事従事、その他では「若者の県内定着」（その他では「少子化対策」が同率）、自営業、会

社・団体役員では「少子化対策」、無職では「高齢者福祉」が最も高くなっている。 

 

図 10-2-6 【職業別】 県の取組で努力が足りないと思う分野（上位 10 施策） 

 

※ その他には、自由業、学生を含む。  

 自営業（n = 123）  会社・団体役員（n = 161）

 正規の従業員・職員（n = 403）  パートタイム・アルバイト・派遣（n = 310）

 家事従事（n = 165）  無職（n = 413）

 その他（n = 95）
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図 10-2-6 【職業別】 県の取組で努力が足りないと思う分野（上位 10 施策） （続き） 

 

※ その他には、自由業、学生を含む。  

 自営業（n = 123）  会社・団体役員（n = 161）

 正規の従業員・職員（n = 403）  パートタイム・アルバイト・派遣（n = 310）

 家事従事（n = 165）  無職（n = 413）

 その他（n = 95）
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問１１ 重点的に進めるべきだと思う分野 

問１１ あなたは、今後、県がどのような分野を重点的に進めるべきだと思いますか。 

（５つまで） 

 

全体（図 11-1）でみると、「高齢者福祉」が 33.5％と最も高く、次いで「防災対策」（28.7％）、

「子育て支援」（25.5％）の順となっている。 

図 11-1 重点的に進めるべきだと思う分野 

 
※ 本問における選択肢は、図表の構成上、以下のとおり略して表示しているものがある。 
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前回比較（図 11-2）でみると、前回に続き「高齢者福祉」が最も高く、次いで「防災対

策」、「子育て支援」の順となっている。 

図 11-2 【前回比較】重点的に進めるべきだと思う分野 
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性別（図 11-3）でみると、男女ともに「高齢者福祉」が最も高く、次いで「防災対策」、

「子育て支援」の順となっている。 

図 11-3 【性別】 重点的に進めるべきだと思う分野（上位 10 施策） 
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年代別（図 11-4）でみると、20歳代、30歳代、40歳代は「子育て支援」が最も高く、50

歳代、70歳以上では「高齢者福祉」、60歳代では「防災対策」が最も高くなっている。 

図 11-4 【年代別】 重点的に進めるべきだと思う分野（上位 10 施策） 
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居住圏域別（図 11-5）でみると、岐阜圏域、西濃圏域、中濃圏域では「高齢者福祉」、東

濃圏域、飛騨圏域では「地域医療の確保」が最も高くなっている。 

図 11-5 【居住圏域別】 重点的に進めるべきだと思う分野（上位 10 施策） 

   

 岐阜圏域（n = 668）  西濃圏域（n = 277）  中濃圏域（n = 319）

 東濃圏域（n = 276）  飛騨圏域（n = 102）
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職業別（図 11-6）でみると、自営業では「防災対策」、パートタイム・アルバイト・派遣、

家事従事、無職、その他では「高齢者福祉」、会社・団体役員、正規の従業員・職員では「子

育て支援」がそれぞれ最も高くなっている。 

図 11-6 【職業別】 重点的に進めるべきだと思う分野（上位 10 施策） 

 

※ その他には、自由業、学生を含む。  
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図 11-6 【職業別】 重点的に進めるべきだと思う分野 （続き） 

 

※ その他には、自由業、学生を含む。 
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 その他（n = 95）

17.9 

8.1 

14.6 

17.1 

12.2 

19.3 

13.7 

16.8 

14.3 

11.8 

20.3 

17.9 

12.9 

14.6 

9.7 

24.8 

19.0 

14.8 

13.5 

14.5 

29.7 

24.2 

17.0 

9.7 

14.5 

23.5 

17.4 

12.6 

12.6 

13.3 

20.0 

22.1 

9.5 

12.6 

11.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域医療の確保

公共交通の充実

防犯・交通安全対策

道路整備・維持管理

消費者保護


